
Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマ
ンド

このモジュールでは、Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロトコルの設定およびモ
ニタに使用されるコマンドについて説明します。

OSPFの概念、設定作業、および例については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Configuration Guide』の「Implementing OSPF on Cisco ASR 9000 Series Router」のモジュー
ルを参照してください。
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address-family（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）のアドレスファミリコンフィギュレーションモードをイネーブ
ルにするには、適切なモードで address-familyコマンドを使用します。アドレスファミリコン
フィギュレーションモードをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family ipv4 [unicast]

no address-family ipv4 [unicast]

___________________
構文の説明 IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリは指定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFバージョン 2は、IPv4ユニキャストトポロジのルーティングサービスを自動的に提供する
ため、このコマンドは冗長的です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスで OSPFルータプロセスを設定する例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# address-family ipv4 unicast
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adjacency stagger
リロード、プロセスリスタート、およびプロセスクリア中にOSPF隣接関係をずらすことを設定
するには、ルータコンフィギュレーションモードで adjacency staggerコマンドを使用します。
隣接関係をずらすことをオフにするには、disableキーワードを使用するか、またはこのコマンド
の no形式を使用します。

adjacency stagger {disable| initial-num-nbr max-num-nbr}

no adjacency stagger

___________________
構文の説明

隣接関係をずらすことをディセーブルにします。disable

ルータのリロード、OSPFプロセスリスタート、またはOSPFプロセスク
リアの後で、FULLにする任意の領域で隣接関係を FULLまで形成できる
同時ネイバーの初期数。範囲は1～65535です。デフォルト値は2です。

initial-num-nbr

OSPFネイバーの初期セットが FULLになった後に、隣接を形成できる
OSPFインスタンスごとの同時ネイバーの後続数。範囲は 1～ 65535で
す。デフォルトは 64です。

max-num-nbr

___________________
コマンドデフォルト OSPF隣接関係をずらすことはイネーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リロード、プロセスリスタート（NSRまたはグレースフルリスタートなし）、およびプロセス
クリア中に OSPF隣接関係をずらすことによって、隣接関係全体のコンバージェンス時間が削減
されます。
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最初に、エリアごとに 2つの（設定可能）ネイバーによる FULLへの隣接関係の形成を許可しま
す。最初の隣接関係が FULLに達すると、最大 64個の（設定可能）ネイバーはOSPFインスタン
ス（すべてのエリア）に対して隣接関係を同時に形成できます。ただし、FULL隣接関係がない
エリアは、初期エリア制限によって制限されます。

隣接関係をずらすことおよびOSPFノンストップフォワーディング（NSF）は相互に排他的で
す。隣接関係をずらすことは、nsfがルータ OSPFコンフィギュレーションで設定されている
場合はアクティブになりません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、最初に 2つのネイバー、次に最大 3つのネイバーに対して隣接関係をずらすことを設定す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# adjacency stagger 2 3
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area（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）エリアを設定するには、適切なモードで areaコマンドを使用しま
す。 OSPFエリアを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

area area-id

no area area-id

___________________
構文の説明 OSPFエリアの ID。 area-id引数は、10進数値または IPアドレス（ドット付

き10進数）のいずれかのフォーマットで指定できます。範囲は0～4294967295
です。

area-id

___________________
コマンドデフォルト OSPFエリアは定義されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

areaコマンドを使用すると、エリアを明示的に設定できます。エリアコンフィギュレーション
モードで設定されているコマンド（interface [OSPF]および authenticationコマンドなど）は、そ
のエリアに自動的に関連付けられます。

エリアを修正または削除するには、area-id引数フォーマットが、エリア作成時に使用されたフォー
マットと同じでなければなりません。フォーマットが同じでない場合、実際の 32ビット値が一
致していても、エリアは一致しません。たとえば、area-idが 10のエリアを作成した場合、これ
は、area-idが 0.0.0.10のエリアとは一致しません。
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指定したエリアをルータコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコマンド
を使用します。 no area area-idコマンドは、エリア、および authentication、default-cost、
nssa、range、stub、virtual-link、interface などのすべてのエリアオプションを削除します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、エリア 0および GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0を設定する例を示します。

GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0は、自動的にエリア 0に関連付けられます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
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authentication（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスのプレーンテキスト、MessageDigest 5（MD5）
認証またはヌル認証をイネーブルにするには、適切なモードでauthenticationコマンドを使用しま
す。このような認証を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication [message-digest [keychain keychain]| null]

no authentication

___________________
構文の説明

（任意）MD5が使用されることを指定します。message-digest

（任意）キーチェイン名を指定します。keychain keychain

（任意）認証を使用しないことを指定します。エリアに設定する

場合のパスワードまたはMD5認証を上書きするときに便利です。
null

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される authenticationパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、インターフェイスは認証を使用しませ

ん。

キーワードを指定しない場合、プレーンテキスト認証が使用されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアインターフェイスコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

authenticationコマンドを使用すると、インターフェイスの認証タイプを指定できます。これは、
このインターフェイスが属するエリアで指定される認証より優先されます。このコマンドが、コ

ンフィギュレーションファイルに含まれていない場合、インターフェイスが属するエリアで設定

される認証（area authenticationコマンドで指定）が使用されます。

認証タイプおよびパスワードは、OSPFにおいて、他の各インターフェイスと通信するすべての
OSPFインターフェイスで同じでなければなりません。プレーンテキスト認証を指定した場合、
authentication-keyコマンドを使用して、プレーンテキストパスワードを指定します。

message-digestキーワードを指定してMD5認証をイネーブルにした場合、message-digest-keyイン
ターフェイスコマンドでキーを設定する必要があります。

キーのロールオーバーを管理し、OSPFのMD5認証を拡張するには、キーチェインと呼ばれる
キーのコンテナを設定できます。この各キーは、生成/受け取り時間、キー ID、認証アルゴリズム
の属性で構成されます。キーチェイン管理機能は常にイネーブルです。

システムクロックを変更すると、既存の設定におけるキーの有効性に影響を与えます。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセス 201のエリア 0および 1の認証を設定する例を示します。認

証キーも指定しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# authentication
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# authentication-key mykey
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# authentication
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# authentication-key mykey1

次に、認証キーチェインの使用を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.1.1.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# authentication message-digest keychain mykeychain

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFの単純パスワード認証を使用している隣
接ルータが使用するパスワードを割り当てま

す。

authentication-key（OSPF）, （14ページ）

OSPF MD5認証で使用されるキーを指定しま
す。

message-digest-key, （94ページ）
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authentication-key（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）の簡易パスワード認証を使用している隣接ルータにより使用され
るパスワードを割り当てるには、適切なモードで authentication-keyコマンドを使用します。過
去に割り当てられた OSPFパスワードを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

authentication-key [clear| encrypted] password

no authentication-key

___________________
構文の説明

（任意）キーがクリアテキストであることを指定します。clear

（任意）双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指定

します。

encrypted

キーボードから入力できる、最長 8文字の連続するストリング。たと
えば、mypswd2です。

password

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている OSPFパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される OSPFパスワードパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、パスワードは指定されません。

クリアは、clearまたは encryptedキーワードが指定されていない場合のデフォルトです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドで作成されるパスワードは、Cisco IOS XRソフトウェアがルーティングプロトコル
パケットを発信するときに、OSPFヘッダーに直接挿入されます。個々のインターフェイスに基
づいて、各ネットワークに個別のパスワードを割り当てることができます。 OSPF情報を交換す
るには、同じネットワーク上のすべての隣接ルータが同じパスワードを持っている必要がありま

す。

authentication-keyコマンドは、authenticationコマンドと使用する必要があります。 authentication
コマンドが設定されていない場合、authentication-keyコマンドにより提供されるパスワードは無
視され、OSPFインターフェイスでは、認証は採用されません。

message-digestまたは nullキーワードが設定されている場合、authentication-keyコマンドを
authenticationコマンドと使用できません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、認証パスワードをストリング yourpassで設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# authentication-key yourpass

___________________
関連コマンド

説明コマンド

認証タイプを指定します。authentication（OSPF）, （11ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    
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auto-cost（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルによるインターフェイスのデフォルトメトリックの計
算方法を制御するには、適切なモードでauto-costコマンドを使用します。デフォルトのリファレ
ンス帯域幅に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-cost {reference-bandwidth mbps| disable}

no auto-cost {reference-bandwidth| disable}

___________________
構文の説明 Mbpsでのレート（帯域幅）を指定します。範囲は1～4294967

です。

reference-bandwidth mbps

インターフェイスタイプに基づいてコストを割り当てます。disable

___________________
コマンドデフォルト mbps：100 Mbps

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、OSPFは、インターフェイスの帯域幅にしたがって、インターフェイスのOSPF
メトリックを計算します。

OSPFメトリックは、帯域幅で除算した mbps値として計算されます。デフォルトでは、mbpsは
108です。

複数の高帯域幅（OC-192など）リンクを使用している場合、これらのリンクのコストを差別化す
るために高い値を指定することもできます。つまり、デフォルトの mbps値を使用して計算され
るメトリックは、すべての高帯域幅リンクで同じです。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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高帯域幅を使用する OSPFインターフェイスでは、コストコンフィギュレーションを一貫した方
法で行うことをお勧めします。つまり、明示的に設定（costコマンドを使用）するか、またはデ
フォルトを選択（auto-costコマンドを使用）するかのいずれかです。

costコマンドによって設定される値により、auto-costコマンドの結果のコストが上書きされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、自動コスト計算のリファレンス値を 1000 Mbpsに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# auto-cost reference-bandwidth 1000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを明示的に指定します。

cost（OSPF）, （30ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 17

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
auto-cost（OSPF）



capability opaque disable
マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）トポロジ情
報が Opaque LSAを介してネットワークにフラッディングされないようにするには、適切なモー
ドで capability opaque disableコマンドを使用します。OpaqueLSAを介してネットワークにフラッ
ディングされたMPLS TEトポロジ情報を復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

capability opaque disable

no capability opaque disable

___________________
コマンドデフォルト Opaque LSAは許可されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

capability opaque disableコマンドは、すべての範囲（タイプ 9、10、11）のOpaque LSAを介した
MPLS TE情報（タイプ 1および 4）のフラッディングを防止します。

Opaque LSAサポート機能の制御は、MPLS TEをサポートするために OSPFでイネーブルにする
必要があります。

MPLS TEトポロジ情報は、デフォルトで、Opaque LSAを介してエリアにフラッディングされま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
例 次に、OSPFで Opaqueサービスがサポートされないようにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# capability opaque disable

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    
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capability vrf-lite（OSPFv2）
特定の VRFのピアから受信した LSAの DNビットを無視し、その VRF内の自動 ABRステータ
スをディセーブルにするには、OSPFv2 VRFコンフィギュレーションモードで capability vrf-lite
コマンドを使用します。 LSAの DNビットの無視をディセーブルにし、VRFの自動 ABRステー
タスを再度イネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

capability vrf-lite

no capability vrf-lite

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード OSPFv2 VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.3.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

CEルータ（Multi-VRF CEルータとも呼ばれる）が VRFに関連付けられたインターフェイスを介
して直接接続されており、MPLS/VPN BGPバックボーンを介して他の PEに接続されていない場
合、capability vrf-liteコマンドを使用します。 CEルータに capability vrf-liteコマンドを設定しま
す。

OSPFv2が VRFでイネーブルの場合、ルータは常に ABRです。 capability vrf-liteコマンドがイ
ネーブルの場合、ルータは、エリア 0（バックボーンエリア）に接続されており、特定のVRFの
このルータで他の（非バックボーン）エリアがイネーブルになっている場合にだけ、ABRになり
ます。

このコマンドを使用すると、ルートは、VPNバックボーンに再導入される可能性があります。（注）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、vrf1で OSPFインスタンス 100の VRF-Lite機能をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)#capability vrf-lite

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    
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clear ospf process
Open Shortest Path First（OSPF）ルータプロセスを停止および再起動せずにリセットするには、
EXECモードで clear ospf processコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] process

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFプロセスがリセットされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFルータプロセスがリセットされると、OSPFは、割り当てられているすべてのリソースを解
放し、内部データベースをクリーンアップして、プロセスに属するすべてのインターフェイスを

シャットダウンおよび再起動します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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router-id（OSPF）, （163ページ）コマンドによりOSPFルータ IDが明示的に設定されていな
い限り、clear ospf processコマンドはルータ IDを変更できます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、すべての OSPFプロセスをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf process

次に、OSPF 1プロセスをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf 1 process

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （163ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    
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clear ospf redistribution
他のプロトコルから再配布されるすべてのルートをOpen Shortest Path First（OSPF）ルーティング
テーブルからクリアするには、EXECモードで clear ospf redistributionコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] redistribution

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFルートがクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear ospf redistributionコマンドを使用すると、ルーティングテーブルが再び読み取られます。
OSPFは、タイプ 5およびタイプ 7 Link-State Advertisements（LSA;リンクステートアドバタイズ
メント）を再生成して、そのネイバーに送信します。OSPF再配布に予期せぬルートがある場合、
このコマンドを使用して、その問題を解決できます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
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このコマンドを使用すると、大量の LSAがネットワークにフラッディングする可能性があり
ます。そのため、このコマンドを使用する場合は注意してください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、他のプロトコルからすべてのプロセスで再配布されるすべてのルートをクリアする例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf redistribution

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    
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clear ospf routes
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングテーブルからすべての OSPFルートをクリアするに
は、EXECモードで clear ospf routesコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] routes

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しない

場合、すべての OSPFルートがクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、OSPFルーティングテーブルからすべての OSPFルートをクリアし、有効なルートを再計

算する例を示します。OSPFルーティングテーブルがクリアされると、グローバルルーティング
テーブルの OSPFルートも再計算されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf routes

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
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clear ospf statistics
ネイバー状態遷移の Open Shortest Path First（OSPF）統計情報をクリアするには、EXECモードで
clear ospf statisticsコマンドを使用します。

clear ospf [process-name [vrf {vrf-name| all}]] statistics [neighbor [type interface-path-id] [ ip-address ]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数を含めた場合は、指定
したルーティングプロセスだけが影響を受けます。この引数を使用しな

い場合、ネイバー状態遷移のすべての OSPF統計情報がクリアされます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンス。vrf

（任意）リセットされる OSPF VRFインスタンスの名前。vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスをリセットします。all

（任意）指定されたネイバーだけの状態遷移カウンタをクリアします。neighbor

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

type

（任意）物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）状態遷移カウンタをクリアする指定ネイバーの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear ospf statisticsコマンドを使用すると、OSPFカウンタをリセットできます。リセットは、カ
ウンタ値の変化を検出するときに便利です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/2/0/0のすべてのネイバーのOSPF状態

遷移カウンタをリセットする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear ospf statistics neighbor POS 0/2/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）
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cost（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パス計算のインターフェイス（ネットワーク）を明示的に指定す
るには、適切なモードでcostコマンドを使用します。コストを除去するには、このコマンドのno
形式を使用します。

cost cost

no cost

___________________
構文の説明

リンクステートメトリックとして表される符号なし整数値。有効値の範囲

は 1～ 65535です。
cost

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される costパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、コストは、auto-costコマンドで計算さ
れます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リンクステートメトリックは、ルータリンクアドバタイズメントでリンクコストとしてアドバ

タイズされます。 Cisco IOS XRソフトウェアでは、Type of Service（ToS;タイプオブサービス）
はサポートされていないため、各インターフェイスに割り当てることができるコストは 1つだけ
です。

一般に、パスコストは次の式を使用して計算されます。

108 /帯域幅（デフォルトの自動コストは 100 Mbpsに設定されています）

この計算は、インターフェイス自動コストを確立する自動コスト計算で使用されるデフォルトの

リファレンス帯域幅です。auto-costコマンドは、このリファレンス帯域幅をいくつかの他の値に
設定できます。 costコマンドは、自動コストによりインターフェイスで計算されたデフォルト値
を上書きするときに使用されます。

この公式を使用すると、デフォルトパスコストは、リンク帯域幅が 100 Mbps以上の任意のイン
ターフェイスで 1になります。この値がネットワークに適さない場合、リンク帯域幅に基づいた
自動計算コストのリファレンス帯域幅を設定します。

costコマンドによって設定される値により、auto-cost（OSPF）コマンドの結果のコストが上書き
されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1でコスト値を 65に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# cost 65

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロトコルによるインターフェイスのデ
フォルトメトリックの計算方法を制御します。

auto-cost（OSPF）, （16ページ）
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cost-fallback（OSPF）
バンドルインターフェイスの累積帯域幅が指定しきい値を下回るときに、通常のインターフェイ

スコストより高いコストを適用し、累積帯域幅が設定しきい値を超えるときに、元のコストに戻

すには、cost-fallbackコマンドを使用します。コストフォールバックを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

cost-fallback cost threshold bandwidth

no cost-fallback

___________________
構文の説明

リンクステートメトリックとして表される符号なし整数値。範囲は 1
～ 65535ですが、通常、cost-fallback値は、通常のコストより高い値に
設定してください。

cost threshold

Mbit/秒で表現される符号なし整数値。範囲は 1～ 4294967です。bandwidth

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、累積帯

域幅が最大帯域幅を下回る場合でも、現在有効なインターフェイスコストが使用されます。

interface costコマンドとは異なり、この cost-fallbackコマンドを使用できるのは、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードだけです。エリアまたはプロセスレベルでは使用できません。

他のインターフェイス固有パラメータとは異なり、このコマンドがインターフェイスレベルで指

定されない場合でも、エリアまたはプロセスレベルからの継承は行われません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

フォールバックコストは、通常のインターフェイスコストより高い値に設定する必要がありま

す。フォールバックコストを設定する目的は、インターフェイスコストを減らすこと、または
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累積帯域幅がユーザ指定しきい値を下回る場合に、トラフィックが別のパスを通過できるように、

インターフェイスをシャットダウンせずに、別のインターフェイスに切り替えることです。累積

帯域幅がユーザ指定しきい値以上になると、通常のインターフェイスコストが代わりに使用され

ます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、cost-fallback値を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#router-id 2.2.2.2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#interface bundle-a
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#cost-fallback 1000 threshold 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロトコルによるインターフェイスのデ
フォルトメトリックの計算方法を制御します。

auto-cost（OSPF）, （16ページ）

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを指定します。

cost（OSPF）, （30ページ）
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database-filter all out（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスへの発信リンクステートアドバタイズメント
（LSA）をフィルタリングするには、適切なモードで database-filter all outコマンドを使用しま
す。 LSAのインターフェイスへの転送を元に戻すには、このコマンドの disable形式を使用しま
す。

database-filter all out [disable| enable]

___________________
構文の説明

（任意）フィルタリングをディセーブルにします。disable

（任意）フィルタリングをイネーブルにします。enable

___________________
コマンドデフォルト データベースフィルタはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

database-file all outコマンドを使用すると、ネイバーに基づいて neighbor database-filter all out, （
115ページ）コマンドが実行する同じ機能を実行できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1を介して到達できるブロードキャスト、非ブロー

ドキャストおよびポイントツーポイントネットワークへの OSPF LSAのフラッディングを防止す
る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# database-filter all out

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイスへの発信 LSAをフィル
タリングします。

neighbor database-filter all out, （115ページ）
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dead-interval（OSPF）
helloパケットが観察されなくなってから、ネイバーが Deadと宣言されるまでの間隔を設定する
には、適切なモードでdead-intervalコマンドを使用します。デフォルト時間に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

dead-interval seconds

no dead-interval

___________________
構文の説明

間隔を指定する整数（秒）。有効値の範囲は1～65535です。この値はネッ
トワーク上のすべてのノードで同じにする必要があります。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される dead intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デッド間隔はhello-interval（OSPF）コ
マンドで設定されている間隔の 4倍となります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトの間隔値は、すべてのルータおよび特定のネットワークのアクセスサーバ間で同じで

なければなりません。

hello intervalが設定されている場合、dead interval値は、hello interval値より大きくなければなりま
せん。 dead interval値は、通常、hello interval値の 4倍の値に設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPF dead intervalを 40秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# dead-interval 40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Cisco IOS XRソフトウェアがインターフェイス
で送信するhelloパケットの間隔を指定します。

hello-interval（OSPF）, （72ページ）
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default-cost（OSPF）
スタブエリアまたはNot-So-StubbyArea（NSSA）へのデフォルトのサマリールートのコストを指
定するには、エリアコンフィギュレーションモードで default-costコマンドを使用します。割り
当てられたデフォルトルートのコストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

default-cost cost

no default-cost cost

___________________
構文の説明

スタブエリアまたは NSSAエリアに使用されるデフォルトサマリールートの
コストです。指定できる値は 24ビット数値です。

cost

___________________
コマンドデフォルト cost：1

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-costコマンドは、スタブエリアまたは NSSAエリアに接続されているエリア境界ルータ
（ABR）だけで使用してください。

スタブエリアに接続されているすべてのルータおよびアクセスサーバにおいて、エリアは、エリ

アサブモードでstubコマンドを使用してスタブエリアとして設定する必要があります。default-cost
コマンドは、スタブエリアに接続されている ABRでだけ使用してください。 default-costコマン
ドは、ABRによってスタブエリアに生成されるサマリーデフォルトルートのメトリックを提供
します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、スタブエリアのデフォルトコストに 20を割り当てる例を示します。 GigabitEthernetイン

ターフェイス 0/4/0/3は、スタブエリアでも設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.15.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# default-cost 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/4/0/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリアをスタブエリアとして定義します。stub（OSPF）, （246ページ）
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default-information originate（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングドメインへのデフォルトの外部ルートを生成するに
は、適切なモードで default-information originateコマンドを使用します。この機能をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

no default-information originate

___________________
構文の説明

（任意）ルーティングテーブルにデフォルトのルートがあるかどうかに

関係なく、デフォルトルートを常にアドバタイズします。

always

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定します。

デフォルトのメトリック値は 1です。範囲は 1～ 16777214です。
metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるデフォルト
のルートに関連付けられる外部リンクタイプを指定します。次のいず

れかの値を指定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）各外部ルートに付加する 32ビットのドット付き 10進値です。
これは、OSPFプロトコル自体では使用されません。自律システム境界
ルータ（ASBR）間で情報を通信するために使用できます。タグを指定
しなかった場合は、ゼロ（0）が使用されます。

tag tag-value

（任意）ルーティングポリシーが使用されること、およびそのルーティ

ングポリシー名を指定します。

route-policy
policy-name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをルータコンフィギュレーションモードで使用しない場合、OSPFルーティングド

メインへのデフォルトの外部ルートは生成されません。

metric-value：1

type-value：2

tag-value: 0

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション
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VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

redistributeまたは default-information originateコマンドを使用して、OSPFルーティングドメイ
ンにルートを再配布する場合、ソフトウェアは自動的に自律システム境界ルータ（ASBR）になり
ます。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートをOSPFルーティングドメインに生
成しません。キーワード alwaysを指定した場合を除き、ソフトウェアには、デフォルトルート
を生成する前に、自身のためにデフォルトルートが設定されている必要があります。

default-information originate route-policy付加ポイントを使用して、条件に応じてデフォルトのルー
ト 0.0.0.0/0を OSPFリンクステートデータベースに挿入できます。これは付加されたポリシーの
評価によって実行されます。グローバル RIBに存在するポリシーでルートが指定されると、デ
フォルトのルートがリンクステートデータベースに挿入されます。ポリシーで指定された条件に

一致するものがない場合、ポリシーパスとデフォルトルートは、リンクステートデータベース

に生成されます。

付加ポイントを生成するデフォルト情報については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router Routing Configuration Guide』の「Implementing Routing Policy」の章の「OSPF Policy Attach
Points」の項を参照してください。

ルーティングポリシーの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Command Reference』の「Routing Policy Commands」の章を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングドメインに再配布されるデフォルトのルートのメトリックを 100に指

定し、タイプ 1の外部メトリックタイプを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#redistribute igrp 108 metric 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#default-information originate metric 100 metric-type 1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングドメインから、指定された OSPF
プロセスにルートを再配布します。

redistribute（OSPF）, （153ページ）
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default-metric（OSPF）
別のプロトコルからOpen Shortest Path First（OSPF）プロトコルに再配布されるルートのデフォル
トのメトリック値を設定するには、適切なモードでdefault-metricコマンドを使用します。デフォ
ルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-metric value

no default-metric value

___________________
構文の説明

指定されたルーティングプロトコルに適したデフォルトメトリック値。範

囲は 1～ 16777214です。
value

___________________
コマンドデフォルト 各ルーティングプロトコルに適した、組み込みの自動的なメトリック変換。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

default-metricコマンドは、redistributeコマンドと組み合わせて使用して、現在のルーティング
プロトコルで、再配布されるすべてのルートに対して同じメトリック値が使用されるようにしま

す。デフォルトのメトリックは、互換性のないメトリックを持つルートを再配布するという問題

を解決するために役立ちます。メトリックを変換しない場合は、必ずデフォルトのメトリックを

使用して、適切な代替メトリックを提供し、再配布を続行できるようにしてください。

OSPFコンフィギュレーションで設定されている default-metric値は、redistribute connectedコマン
ドを使用して OSPFに再配布される接続ルートに適用されません。接続ルートにデフォルト以外
のメトリックを設定するには、redistribute connectedmetricmetric-valueコマンドを使用してOSPF
を設定します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルから派生するルートを OSPF

にアドバタイズし、10メトリックを割り当てる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# default-metric 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute isis IS-IS_isp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルーティングドメインから、指定された OSPF
プロセスにルートを再配布します。

redistribute（OSPF）, （153ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

44 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
default-metric（OSPF）



demand-circuit（OSPF）
インターフェイスが OSPFデマンド回線として扱われるように Open Shortest Path First（OSPF）プ
ロトコルを設定するには、適切なモードで demand-circuitコマンドを使用します。インターフェ
イスからデマンド回線の指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

demand-circuit [disable| enable]

no demand-circuit

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスのOSPFデマンド回線としての指定をディセー
ブルにします。

disable

（任意）インターフェイスの OSPFデマンド回線としての指定をイネー
ブルにします。

enable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される demand circuitパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、回線はデマンド回線になりません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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ポイントツーポイントインターフェイスでは、デマンド回線の 1つの側だけをこのコマンドで設
定する必要があります。定期的な helloメッセージが抑止され、リンクステートアドバタイズメ
ント（LSA）の定期的な更新によってデマンド回線がフラッディングされません。demand-circuit
コマンドを使用すると、トポロジが安定している場合、基礎となるデータリンク層を閉じること

ができます。ポイントツーマルチポイントトポロジでは、マルチポイントの端だけをこのコマン

ドで設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFデマンド回線の設定を行う例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# demand-circuit
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disable-dn-bit-check
ダウンビットを無視するように指定するには、VPNルーティングおよび転送（VRF）コンフィ
ギュレーションモードで disable-dn-bit-checkコマンドを使用します。ダウンビットを考慮する
ように指定するには、このコマンドの no形式を使用します。

disable-dn-bit-check

no disable-dn-bit-check

___________________
コマンドデフォルト ダウンビットは考慮されます。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ダウンビットを無視するように指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf v1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# disable-dn-bit-check
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distance（OSPF）
アドミニストレーティブディスタンスを定義するには、適切なコンフィギュレーションモードで

distanceコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから distanceコマンドを削除
して、ソフトウェアがディスタンス定義を削除するようにシステムをデフォルト状態に戻すには、

このコマンドの no形式を使用します。

distance weight [ip-address wildcard-mask [ access-list-name ]]

no distance weight ip-address wildcard-mask [ access-list-name ]

___________________
構文の説明

アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 10～ 255です。単独で使用
される場合、weight引数は、ルーティング情報ソースに他の指定がない場合
にソフトウェアが使用するデフォルトのアドミニストレーティブディスタン

スを指定します。アドミニストレーティブディスタンスが 255のルートは
ルーティングテーブルに格納されません。表1：デフォルトのアドミニスト
レーティブディスタンス,（49ページ）に、デフォルトのアドミニストレー
ティブディスタンスをリストします。

weight

（任意）4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

（任意）4分割ドット付き 10進表記のワイルドカードマスク。mask引数で
ビットが 1に設定されている場合、ソフトウェアは、アドレス値で対応する
ビットを無視します。

wildcard-mask

（任意）着信ルーティングアップデートに適用される IPアクセスリストの
名前。

access-list-name

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されていない場合、アドミニストレーティブディスタンスは、表 1：デフォ

ルトのアドミニストレーティブディスタンス, （49ページ）で定義されているデフォルトにな
ります。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは、10～ 255の整数です。通常、値が大きいほど、信頼
性の格付けが下がります。 255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源
がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に選択しま

す。重み値を選択するための定量的方法はありません。

アクセスリストがこのコマンドで使用される場合、ネットワークがルーティングテーブルに挿入

されるときに適用されます。この動作により、ルーティング情報を提供する IPプレフィックスに
基づいてネットワークをフィルタリングできます。たとえば、管理制御下にないネットワーキン

グデバイスからの、間違っている可能性があるルーティング情報をフィルタリングできます。

distanceコマンドを入力する順序は、予期せぬ方法で割り当てられたアドミニストレーティブディ
スタンスに影響を与えます（詳細については、「例」を参照してください）。

次の表に、デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスをリストします。

表 1：デフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

デフォルトディスタンスルートの送信元

0接続されているインターフェイス

0インターフェイスからのスタティックルート

1ネクストホップへのステートルート

5EIGRPサマリールート

20EBGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP

200IBGP

255不明
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、router ospfコマンドは、OSPFルーティングインスタンス 1を設定します。最初の

distanceコマンドは、デフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを 255に設定します。
つまり、ソフトウェアは、明示的なディスタンスが設定されていないネットワーキングデバイス

からのすべてのルーティングアップデートを無視します。 2番目の distanceコマンドは、クラス
Cネットワーク 192.168.40.0 0.0.0.255のすべてのネットワーキングデバイスのアドミニストレー
ティブディスタンスを 90に設定します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance 255
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance 90 192.168.40.0 0.0.0.255

___________________
関連コマンド

説明コマンド

BGPノードへの最適なルートである可能性があ
る、外部、内部およびローカルアドミニスト

レーティブディスタンスの使用を許可します。

distance bgp

OSPFノードへの最適なルートである可能性が
ある、外部、内部およびローカルアドミニスト

レーティブディスタンスの使用を許可します。

distance ospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）
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distance ospf
ルートタイプに基づいた Open Shortest Path First（OSPF）ルートアドミニストレーティブディス
タンスを定義するには、ルータコンフィギュレーションモードで distance ospfコマンドを使用し
ます。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance ospf {intra-area| inter-area| external} distance

no distance ospf

___________________
構文の説明

エリアのタイプを設定します。次のいずれかの値を指定できます。

intra-area：エリア内のすべてのルート。

inter-area：エリアから別のエリアへのすべてのルート。

external：再配布により学習された、他のルーティングドメインからの
すべてのルート。

上記のエリアは任意に組み合わせることができます。

intra-area | inter-area |
external

ルートアドミニストレーティブディスタンス。distance

___________________
コマンドデフォルト distance：110

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

キーワードをいずれか 1つ指定する必要があります。

distance ospfコマンドを使用すると、アクセスリストで使用される distanceコマンドと同じ機能
を実行できます。ただし、distance ospfコマンドは、アクセスリストに合格した特定のルートで
はなく、ルートのグループ全体のディスタンスを設定します。
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distance ospfコマンドを使用する一般的な理由は、相互に再配布する複数の OSPFプロセスがあ
り、あるプロセスからの内部ルートを、他のプロセスからの外部ルートよりも優先させる場合で

す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、外部ディスタンスを 200に変更して、ルートの信頼性を下げる例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance ospf external 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# distance ospf external 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アドミニストレーティブディスタンスを定義し

ます。

disable-dn-bit-check, （47ページ）
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distribute-list
Open Shortest Path First（OSPF）アップデートで受信または転送されるネットワークをフィルタリ
ングするには、適切なモードでdistribute-listコマンドを使用します。フィルタを変更またはキャ
ンセルするには、このコマンドの no形式を使用します。

distribute-list {access-list-name {in| out [bgp number| connected| ospf instance| static]}| route-policy
route-policy-name in}

no distribute-list {access-list-name {in| out}| route-policy route-policy-name in}

___________________
構文の説明

標準 IPアクセスリスト名。このリストは、受信されるネットワークと
ルーティングアップデートで抑制されるネットワークを定義します。

access-list-name

アクセスリストまたはルートポリシーを着信ルーティングアップデー

トに適用します。

in

アクセスリストを発信ルーティングアップデートに適用します。 out
キーワードは、ルータコンフィギュレーションモードだけで使用でき

ます。

out

（任意）アクセスリストを BGPルートに適用します。bgp

（任意）アクセスリストを接続ルートに適用します。connected

（任意）アクセスリストをOSPFルート（現在のOSPFプロセスではあ
りません）に適用します。

ospf

（任意）静的に設定されるルートにアクセスリストを適用します。static

OSPFプレフィックスをフィルタリングするようにルートポリシーを指
定します。

route-policy
route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている distribute listパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される distribute listパスワードパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、distribute listはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

キーワードおよび引数 route-policy route-policy-nameが追加され、
ルートポリシーを使用してOSPFプレフィックスをフィルタリング
できるようになりました。

リリース 4.2.1

route-policy内の distribute-list 内の「if tag...」ステートメントのサ
ポートが追加されました。

リリース 4.3.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

distribute-listコマンドを使用すると、このルータにインストールされる OSPFルートを制限でき
ます。 distribute-listコマンドは、OSPFプロトコル自体には影響を与えません。

distribute-listはインスタンス（プロセス）、スペース、およびインターフェイスレベルで設定で
きます。通常の OSPFの設定継承が適用されます。設定は、インスタンス、エリア、インター
フェイスレベルの順に継承されます。

キーワードおよび引数 route-policy route-policy-nameを使用すると、ルートポリシーを使用して
OSPFプレフィックスをフィルタリングできます。

1つのコマンドでは、access-listまたは route-policyのいずれかを使用でき、両方使用すること
はできません。 access-listを使用してコマンドを設定すると、route-policyの設定が削除されま
す。その逆も同様です。

（注）

「if tag...」ステートメントは、route-policy内の distribute-listで使用できます。ルートタグのマッ
チングは、演算子「eq/ge/is/le」をサポートします。演算子「in」はサポートされません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、エリア 0で学習された場合、172.17.10.0ネットワークからの OSPFルートがインストール

されないように設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipv4 access-list 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4-acl)# deny 172.17.10.0 0.0.0.255
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipv4-acl)# permit any any
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# distribute-list 3 in
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
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domain-id（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）ドメイン IDを指定するに
は、VRFコンフィギュレーションモードで domain-idコマンドを使用します。 OSPF VRFドメイ
ン IDを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205| 8005] value value

no domain-id [secondary] type [0005| 0105| 0205| 8005] value value

___________________
構文の説明

（任意）OSPFセカンダリドメイン ID。secondary

16進数形式でのプライマリ OSPFドメイン ID。type

16進数（6オクテット）形式での OSPFドメイン ID値。value value

___________________
コマンドデフォルト ドメイン IDは指定されません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFドメイン IDを明示的に設定する必要があります。 OSPFドメイン IDは、リモートプロバ
イダーエッジ（PE）からボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を介して受信したプレフィッ
クスの変換方法を OSPFで判別するときに役立ちます。ドメイン IDが一致する場合、OSPFは、
タイプ 3リンクステートアドバタイズメント（LSA）を生成します。ドメイン IDが一致しない
場合、OSPFは、タイプ 5 LSAを生成します。

プライマリドメイン IDは 1つだけです。セカンダリドメイン IDは複数使用できます。
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IOS XRルータおよび IOSルータをピアとして設定する場合、2つのドメイン IDが一致する必
要があります。 IOSのデフォルトドメイン ID値と一致する IOS XRドメイン ID値を手動で
設定します。これにより、ルートがエリア間ルートとして学習されるため、ルートにルート

コード「OIA」が指定されます。ドメイン IDが一致しない場合、ルートは外部ルートとして
学習されるため、ルートにルートコード「O-E2」が指定されます。 IOSルータから OSPFド
メイン IDを取得するには、show ip ospfコマンドを使用します。次に、domain-idコマンドを
使用して同じ値に IOS XRドメイン IDを設定します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ドメイン IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf v1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# domain-id type 0105 value AABBCCDDEEFF
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domain-tag
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）ドメインタグを指定するに
は、VRFコンフィギュレーションモードで domain-tagコマンドを使用します。 OSPF VRFドメ
インタグを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

domain-tag tag

no domain-tag

___________________
構文の説明 32ビット値としての OSPFドメインタグ。有効な範囲は 0～ 4294967295

です。

tag

___________________
コマンドデフォルト OSPF VRFドメインタグは指定されません。

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ドメインタグは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）から受信したVPN-IPルートの結果
として生成される任意のタイプ 5リンクステートアドバタイズメント（LSA）に追加されます。
ドメインタグは BGP自律システム番号（ASN）から取得されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、ドメインタグを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# domain-tag 234
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fast-reroute（OSPFv2）
IP高速再ルーティングループフリー代替（LFA）計算をイネーブルにするには、適切な OSPFコ
ンフィギュレーションモードで fast-rerouteコマンドを使用します。 IP高速再ルーティングルー
プフリー代替計算をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

上位レベルでイネーブルになっているループフリー代替計算をディセーブルにするには、disable
キーワードを指定して fast-rerouteコマンドを使用します。

fast-reroute {per-link| per-prefix} [disable]

no fast-reroute

___________________
構文の説明

リンク別ループフリー代替計算をイネーブルにします。per-link

プレフィックス別ループフリー代替計算をイネーブルにします。per-prefix

（任意）上位レベルでイネーブルにしたループフリー代替計算をディ

セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト IP高速再ルーティング LFA計算はディセーブルです。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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計算の1つのモード（リンク別またはプレフィックス別）だけインターフェイスで設定できます。
計算の異なるモードは、異なるインターフェイス上でイネーブルにすることができます。1つの
インターフェイスセットでリンク別計算を使用し、別のセットではプレフィックス別計算を使用

します。プライマリパスの発信インターフェイスに基づいて、リンク別またはプレフィックス別

のバックアップパスが計算されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、インターフェイスPOS0/3/0/0でループフリー代替のリンク別計算をイネーブルにする例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface POS 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# fast-reroute per-link

次に、エリア 0でループフリー代替のプレフィックス別計算をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#fast-reroute per-prefix

次に、エリア 0で設定されているループフリー代替の計算をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#fast-reroute per-prefix
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)#interface POS 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)#fast-reroute disable
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fast-reroute per-link exclude interface
（IPFRR）ループフリー代替（LFA）計算中にバックアップとして使用するように指定されたイ
ンターフェイスを除外するには、適切な OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute
per-link exclude interfaceコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-link exclude interface type interface-path-id

no fast-reroute per-link exclude interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは除外されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、IP高速再ルーティングループフリー代替（LFA）計算からインターフェイスを除外する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# fast-reroute per-link exclude interface POS 0/3/2/1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP高速再ルーティングループフリー代替
（LFA）計算をイネーブルにします。

fast-reroute（OSPFv2）, （60ページ）
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fast-reroute per-prefix exclude interface（OSPFv2）
高速再ルーティングループフリー代替プレフィックス別計算中にバックアップとして使用するイ

ンターフェイスを除外するには、適切な OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute
per-prefix exclude interfaceコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix exclude interface type interface-path-id

no fast-reroute per-prefix exclude interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用しま
す。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは除外されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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除外されたインターフェイスを経由するバックアップパスは計算されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、インターフェイス POS0/6/0/1をバックアップパスとしての使用から除外する例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix exclude interface POS0/6/0/1
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fast-reroute per-prefix lfa-candidate（OSPFv2）
LFA候補リストにインターフェイスを追加するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで fast-reroute per-prefix lfa-candidateコマンドを使用します。この機能をディセーブルに
するには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix lfa-candidate [ interface-name ]

no fast-reroute per-prefix lfa-candidate [ interface-name ]

___________________
構文の説明 LFA候補リストに追加するインターフェイスの名前を指定しま

す。

interface-name

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは候補リストに追加されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、LFA候補にインターフェイスを追加する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix lfa-candidate interface POS0/6/0/0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 67

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
fast-reroute per-prefix lfa-candidate（OSPFv2）



fast-reroute per-prefix use-candidate-only（OSPFv2）
LFA候補リスト内のインターフェイスにバックアップインターフェイスを制限するには、ルータ
OSPFコンフィギュレーションモードで fast-reroute per-prefix use-candidate-onlyコマンドを使用
します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

fast-reroute per-prefix use-candidate-only [enable| disable]

fast-reroute per-prefix use-candidate-only

___________________
構文の説明

候補リストのみからのバックアップの選択をイネーブルにします。enable

候補リストのみからのバックアップの選択をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ルータ OSPFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.2.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

68 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
fast-reroute per-prefix use-candidate-only（OSPFv2）



___________________
例 次に、LFA候補リスト内のインターフェイスにバックアップインターフェイスを制限する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#fast-reroute per-prefix use-candidate-only
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flood-reduction（OSPF）
安定したトポロジにおけるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の不要なフラッディング
を抑制するには、適切なモードで flood-reductionコマンドを使用します。この機能を設定から削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

flood-reduction [enable| disable]

no flood-reduction [enable| disable]

___________________
構文の説明

（任意）この機能を特定のレベルでオンにします。enable

（任意）この機能を特定のレベルでオフにします。disable

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される flood reductionパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、フラッドリダクションはディセーブル

です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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OSPFデマンド回線をサポートするすべてのルータは、フラッドリダクションをサポートするルー
トと互換性があり、対話が可能です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、エリア 0の不必要な LSAのフラッディングを軽減する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# flood-reduction

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFに関連するインターフェイス情報を表示
します。

show ospf interface, （195ページ）

個々のインターフェイスに基づいた OSPFネイ
バー情報を表示します。

show ospf neighbor, （207ページ）
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hello-interval（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）インターフェイスで送信される連続 helloパケットの間隔を指定す
るには、適切なモードでhello-intervalコマンドを使用します。デフォルト時間に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

hello-interval seconds

no hello-interval

___________________
構文の説明

間隔（秒単位）。この値は、特定のネットワーク上の全デバイスに対して

同じにする必要があります。有効値の範囲は 1～ 65535です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される hello intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、hello間隔は10秒（ブロードキャスト）
または 30秒です（非ブロードキャスト）。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hello interval値は、helloパケットでアドバタイズされます。 helloパケットの間隔が短い場合、ト
ポロジ変化の検出が速くなりますが、ルーティングトラフィックが多くなります。この値は、特

定のネットワーク上のすべてのルータおよびアクセスサーバで同じにする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 helloパケット間のインターバルを 15秒に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# hello-interval 15

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ネイバーによりルータがダウン状態と宣言され

る前に helloパケットが抑制される間隔を設定
します。

dead-interval（OSPF）, （36ページ）
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ignore lsa mospf
ルータが、サポートされていないリンクステートアドバタイズメント（LSA）タイプ6マルチキャ
ストオープンショーテストパスファースト（MOSPF）パケットを受信したときに、syslogメッ
セージを送信しないようにするには、適切なコンフィギュレーションモードで ignore lsa mospf
コマンドを使用します。 syslogメッセージの送信を元に戻すには、このコマンドのno形式を使用
します。

ignore lsa mospf

no ignore lsa mospf

このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをルータコンフィギュレーションモードで指定しない場合、ルータは、MOSPFパ

ケットを受信するたびに、syslogメッセージを送信します。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

シスコルータは、LSAタイプ 6（MOSPF）をサポートしないため、このようなパケットを受信し
ても syslogメッセージを生成しません。ルータが多数のMOSPFパケットを受信している場合、
パケットを無視するようにルータを設定して、大量の syslogメッセージが生成されないようにす
ることが必要な場合があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、MOSPFパケットを受信したときに syslogメッセージを送信しないようにルータを設定する

例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# ignore lsa mospf
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interface（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルが実行するインターフェイスを定義するには、エリア
コンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの OSPF
ルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの interface形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドをコンフィギュレーションモードで指定しない場合、インターフェイスのOSPFルー

ティングはイネーブルになりません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

interfaceコマンドを使用すると、特定のインターフェイスをエリアに関連付けることができます。
インターフェイスの IPアドレスが変わっても、インターフェイスはエリアに関連付けられたまま
になります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセス 109が 4つの OSPFエリア（0、2、3、10.9.50.0）を定義し、

各エリアにインターフェイスを関連付ける例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 4/0/0/3
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 3/0/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.9.50.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 3/0/0/1
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log adjacency changes（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）ネイバーの状態が変わったときに syslogメッセージを送信するよ
うにルータを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで log adjacency changesコマ
ンドを使用します。この機能をオフにするには、disableキーワードを使用します。すべての状
態変化を記録するには、detailキーワードを使用します。

log adjacency changes {detail| disable}

___________________
構文の説明

すべて（DOWN、INIT、2WAY、EXSTART、EXCHANGE、LOADING、
FULL）の隣接状態変化を提供します。

detail

隣接変化メッセージの送信をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ルータは、OSPFネイバーの状態が変化したときに syslogメッセージを送信します。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

log adjacency changesコマンドを使用すると、ピア関係の状態のハイレベルな変化を表示できま
す。このコマンドは、OSPFネイバー変化を理解している場合に設定してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、任意の OSPFネイバー状態変化の syslogメッセージを送信するようにソフトウェアを設定

する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# log adjacency changes detail
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loopback stub-network
スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをイネーブルにするには、適切なコン

フィギュレーションモードで loopback stub-networkコマンドを使用します。スタブネットワー
クとしてのループバックのアドバタイズをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使
用します。

loopback stub-network [enable| disable]

no loopback stub-network

___________________
構文の説明

（任意）スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをイ

ネーブルにします。

enable

（任意）スタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズをディ

セーブルにします。

disable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、OSPFはスタブホストとしてループバックをアドバタイズします。

___________________
コマンドモード OSPFインターフェイスコンフィギュレーション

OSPFルータコンフィギュレーション

OSPFエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インターフェイスサブモードでは、このコマンドは、ループバックインターフェイス上でだけイ

ネーブルにできます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFインターフェイス設定でスタブネットワークとしてのループバックのアドバタイズ

をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#loopback stub-network enable

___________________
関連コマンド 説明コマンド

show ospf interface, （195ページ）Open Shortest Path First（OSPF）インターフェ
イス情報を表示します。
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max-lsa
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスが OSPFリンクステートデータベース
（LSDB）で保持できる非自己生成リンクステートアドバタイズメント（LSA）の数を制限するに
は、ルータコンフィギュレーションモードでmax-lsaコマンドを使用します。 OSPFルーティン
グプロセスが OSPF LSDBに保持できる非自己生成 LSA数の制限を削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

max-lsa max [ threshold ] [warning-only] [ignore-time value] [ignore-count value] [reset-time value]

no max-lsa max [ threshold ] [warning-only] [ignore-time value] [ignore-count value] [reset-time value]

___________________
構文の説明 OSPFプロセスがOSPFLSBDに保持できる非自己生成LSAの最大数。max

（任意）maximum-number引数で指定される、警告メッセージが記録さ
れる最大 LSA数の割合。デフォルトは 75%です。

threshold

（任意）LSAの最大制限数を超えたときに警告メッセージだけを送信
するように指定します。デフォルトでは、ディセーブルです。

warning-only

（任意）LSAの最大制限数の超過後、すべてのネイバーを無視する時
間を分単位で指定します。デフォルトは 5分です。

ignore-time value

（任意）OSPFプロセスを ignore状態に連続して設定できる回数を指定
します。デフォルト値は 5回です。

ignore-count value

（任意）ignoreになったカウントをゼロにリセットしてからの時間を
分単位で指定します。デフォルトは、ignore-timeの 2倍です。

reset-time value

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用すると、大量の受信 LSAからOSPFルーティングプロセスを保護できます。
大量の LSA受信は、OSPFドメインの別のルータにおける間違った設定が原因で発生します（た
とえば、大量の IPプレフィックスを OSPFに再配布するなどです）。

この機能がイネーブルにされている場合、ルータは、受信したすべての（非自己生成）LSA数の
カウントを続けます。設定されている threshold値に達すると、エラーメッセージが記録されま
す。受信した LSA数が、設定されている max値を超えると、ルータは、新しい LSAの受け取り
を停止します。

1分後、受信した LSAのカウントが、設定されている max値より高い場合、OSPFプロセスによ
り、特定のコンテキストのすべての隣接がディセーブルになり、OSPFデータベースがクリアされ
ます。この状態は、ignore状態と呼ばれます。この状態では、OSPFインスタンスに属するすべ
てのインターフェイスで受信されるすべての OSPFパケットが無視され、そのインターフェイス
で OSPFパケットが生成されなくなります。 OSPFプロセスは、設定されている ignore-timeの
間、ignore状態になります。 ignore-timeの時間が経過すると、OSPFプロセスは、通常動作に戻
り、そのすべてのインターフェイスでの隣接構築を開始します。

OSPFインスタンスが normal状態と ignore状態をエンドレスに繰り返さないようにするため、
OSPFインスタンスは、ignore状態となった回数をカウントします。このような繰り返しは、OSPF
インスタンスが ignore状態から normal状態に戻った後ですぐに、LSAカウントがmax値を超える
ことが原因で発生します。このカウンタは、ignore-countと呼ばれます。 ignore-countがその設
定値を超える場合、OSPFインスタンスは、永続的に ignore状態のままになります。

OSPFインスタンスを normal状態に戻すには、clear ip ospfコマンドを使用する必要があります。
LSAカウントが、reset-timeキーワードにより設定されている時間の間、max値を超えない場合、
ignore-countは、ゼロにリセットされます。

warning-onlyキーワードを使用する場合、OSPFインスタンスが ignore状態になることはありませ
ん。LSAカウントがmax値を超えると、OSPFプロセスは、エラーメッセージを記録して、OSPF
インスタンスは、normal状態での操作を続けます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、グローバルルーティングテーブルで受信する非自己生成 LSAが 12000、VRF V1で受信す

る非自己生成 LSAが 1000になるように OSPFインスタンスを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 0
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-lsa 12000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf V1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-lsa 1000

次に、OSPFインスタンスの現在のステータスを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 0

Routing Process "ospf 0" with ID 10.0.0.2
NSR (Non-stop routing) is Disabled
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Maximum number of non self-generated LSA allowed 12000

Current number of non self-generated LSA 1
Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Open Shortest Path First（OSPF）ルーティング
プロセスの一般的な情報を表示します。

show ospf, （171ページ）
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max-metric
Shortest Path First（SPF）計算の中間ホップとしてローカルルータを使用せずに、他のネットワー
キングデバイスに信号通知するように Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを設定するに
は、ルータコンフィギュレーションモードでmax-metricコマンドを使用します。この機能をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

max-metric router-lsa [external-lsa overridingmetric] [include-stub] [on-proc-migration] [on-proc-restart]
[on-startup] [on-switchover] [wait-for-bgp] [summary-lsa]

no max-metric router-lsa

___________________
構文の説明

常に、最大メトリックでルータリンクステートアドバタイズメント

（LSA）を発信します。
router-lsa

（任意）external-lsaメトリックをmax-metric値で上書きします。overriding
metric引数は、サマリー LSAの数を指定します。範囲は 1～ 16777215>
です。デフォルト値は 16711680です。

external-lsa overriding
metric

（任意）max-metric値（0xFFFF）でルータ LSAのスタブリンクをアド
バタイズします。

include-stub

（任意）プロセスの移行後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

on-proc-migration time

（任意）プロセスの再起動後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

on-proc-restart time

（任意）リブート後に最大メトリックを一時的に設定して、max-metric
値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒です。

on-startup time

（任意）スイッチオーバー後に最大メトリックを一時的に設定して、

max-metric値でルータ LSAを発信します。 timeの範囲は 5～ 86400秒
です。

OSPFでは、ノンストップルーティング（NSR）またはノンス
トップフォワーディング/グレースフルリスタート（NSF/GR）
をサポートするために、OSPFルーティングプロセスを設定す
ると、ルータの生成LSAの最大メトリックが入力されません。

（注）

on-switchover time
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（任意）OSPFに最大メトリックでルータ LSAを発信させます。また、
最大メトリックではなく、通常のメトリックでルータLSAの発信を開始
するタイミングをボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）が決定で
きるようにします。

wait-for-bgp

（任意）サマリー LSAの数を指定します。指定できる範囲は 1～
16777215です。デフォルト値は 16711680です。

summary-lsa

___________________
コマンドデフォルト ルータ LSAは、通常のリンクメトリックで発信されます。

overriding-metric：16711680

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

max-metricコマンドを使用すると、ソフトウェアは、LSInfinity（0XFFFF）に設定されたルータ
リンクメトリックでルータ LSAを発信することができます。この機能は、OSPFと BGPを両方
実行するインターネットバックボーンルータで便利です。これは、OSPFは、BGPより速くコン
バージするため、BGPがコンバージするよりも前にトラフィックの引き込みを開始でき、これに
より、トラフィックがドロップされることがあるからです。

このコマンドが設定される場合、ルータは、そのローカルで生成されるルータLSAをメトリック
0XFFFFでアドバタイズします。この処理により、ルータは、コンバージしますが、このルータ
より適した代替パスがある場合は通過トラフィックを引き込みません。指定されたannounce-time
値またはBGPからの通知の有効期間が過ぎると、ルータは、通常のメトリック（インターフェイ
スコスト）でローカルルータ LSAをアドバタイズします。

このコマンドがon-startupキーワードを指定して設定されている場合、最大メトリックは、リブー
トが開始された後だけ、一時的に設定されます。このコマンドが on-startupキーワードを指定せ
ずに設定されている場合、最大メトリックは、設定が削除されるまで永続的に使用されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

86 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
max-metric



include-stubキーワードがイネーブルの場合、ルータ LSAのスタブリンクは、最大メトリックで
送信されます。 summary-lsaキーワードがイネーブルの場合、メトリック値がmax-metric valueパ
ラメータで指定されていない限り、すべての自己生成サマリー LSAには、メトリック 0xFF0000
が設定されます。 external-lsaキーワードがイネーブルの場合、メトリック値が max-metric value
パラメータで指定されていない限り、すべての自己生成外部 LSAには、メトリック 0xFF0000が
設定されます。

このコマンドは、ルータを OSPFネットワークに接続するが、より適切な代替パスがある場合は
実際のトラフィックがそのルータを通過しないようにする場合に役に立ちます。代替パスがない

場合、これまでと同様に、このルータは通過トラフィックを受け取ります。

次に、このコマンドが役に立つ例をいくつか示します。

•ルータリロード中、OSPFが通過トラフィックを受け取る前に、BGPがコンバージするまで
待機する場合。代替パスがない場合、ルータは通過トラフィックを受け取ります。

•ルータが危機的状況にある場合（たとえば、CPU負荷が非常に高い場合や、すべての LSA
を保存したり、ルーティングテーブルを構築したりするメモリが十分にない場合）。

•ネットワークへのルートの導入または削除を通常の方法で行う場合。

•実験中のテストルータを運用中のネットワークに接続する場合。

以前の OSPF実装（RFC 1247）では、LSInfinityのメトリックおよびコストで受信したルータ
LSAのルータリンクは、SPF計算中に使用されません。そのため、通過トラフィックは、こ
のようなルータ LSAを発信するルータに設定されません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、BGPがコンバージしたことを示すまで、最大メトリックでルータ LSAを発信するように

OSPFを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# max-metric router-lsa on-startup wait-for-bgp
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maximum interfaces（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセスに設定できるインターフェイスの数を制限するには、適
切なモードでmaximum interfacesコマンドを使用します。デフォルト制限に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

maximum interfaces number-interfaces

no maximum interfaces

___________________
構文の説明

インターフェイスの数。範囲は 1～ 4294967295です。number-interfaces

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されない場合、デフォルトの 1024が使用されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

インターフェイスの数の範囲は 1～ 4294967295から 1～ 1024に
変更されました。インターフェイスのデフォルト数が 255から
1024に変更されました。

リリース 4.1.1

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum interfaceコマンドを使用すると、OSPFプロセスに設定されるインターフェイス数の制
限を増加または減少することができます。

現在 OSPFプロセスに設定されているインターフェイスの数より低い値を制限数として設定でき
ません。制限数を減らすには、設定されているインターフェイスの数が目的の制限以下になるま

で、OSPF設定からインターフェイスを削除します。これで、新しい、以前より低い制限を適用
できます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ルータの最大インターフェイス制限を 1500に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum interfaces 1500

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイス情報を表示します。show ospf interface, （195ページ）
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maximum-paths（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルがサポートできるパラレルルートの最大数を制御する
には、適切なコンフィギュレーションモードでmaximumpathsコマンドを使用します。コンフィ
ギュレーションファイルから maximum pathsコマンドを除去して、ルーティングプロトコルに
関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

maximum paths maximum-routes-number

no maximum paths

___________________
構文の説明 OSPFがルーティングテーブル内にインストールできるパラレルルー

トの最大数。範囲は 1～ 32です。

設定できるパスの最大数は 32で
す。

（注）

maximum-routes-number

___________________
コマンドデフォルト 32パス

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パラレルルートの最大数が削減されると、既存のすべてのパスがプルーニングされ、パスは、新

しい最大数で再インストールされます。このルート削減の期間中、パケット損失が数秒間発生す

ることがあります。これはルートトラフィックに影響を与える可能性があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、宛先に最大 2つのパスを許可する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum paths 2
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maximum redistributed-prefixes（OSPF）
OpenShortestPathFirst（OSPF）プロセスに再配布できるプレフィックスの集約数を制限するには、
適切なモードで maximum redistributed-prefixコマンドを使用します。デフォルト制限に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

maximum redistributed-prefixes maximum [ threshold-value ] [warning-only]

no maximum redistributed-prefixes

___________________
構文の説明

ルート数。範囲は 1～ 4294967295です。maximum

（任意）警告メッセージを生成するときのしきい値（パーセン

ト）。範囲は 1～ 100です。
threshold-value

（任意）制限を超えたときに警告だけを行います。warning-only

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが指定されない場合、デフォルトの 10000が使用されます。

threshold値はデフォルトで 75%に設定されています。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximumredistributed-prefixesコマンドを使用すると、OSPFプロセスに再配布されるプレフィッ
クス（ルートとも呼ばれる）の最大数を増加または減少することができます。

maximum値が、ルートの既存数より小さい場合、既存のルートは設定されたままになりますが、
新しいルートは再配布されません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFルーティングプロセスで再配布できるルートの最大数を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# maximum redistributed-prefixes 15000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFトポロジテーブルを表示します。show ospf routes, （221ページ）
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message-digest-key
Open Shortest Path First（OSPF）Message Digest 5（MD5）認証で使用されるキーを指定するには、
適切なモードでmessage-digest-keyコマンドを使用します。古いMD5キーを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

message-digest-key key-idmd5 {key| clear key| encrypted key}

no message-digest-key key-id

___________________
構文の説明

キー番号。値の範囲は 1～ 255です。key-id

OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。md5

最大 16文字の英数字ストリング。key

キーがクリアテキストであることを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してキーを暗号化することを指定します。encrypted

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている message digest keyパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

では、プロセスに指定されている message digest keyパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、OSPF MD5認証はディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

通常、1つのキーの単一のインターフェイスが、パケット送信時の認証情報の生成および着信パ
ケットの認証に使用されます。隣接ルータの同一キー識別子は、key値を同一にする必要があり
ます。

認証をイネーブルにするには、message-digest-keyコマンドと authenticationコマンドおよびその
message-digestキーワードを設定する必要があります。 message-digest-keyと authenticationの両
方のコマンドは、より高いコンフィギュレーションレベルから継承できます。

次に、キーの変更プロセスを示します。現在のコンフィギュレーションを次のものと仮定しま

す。

interface GigabitEthernet 0/3/0/2
message-digest-key 100 md5 OLD

設定を変更するには次のようにします。

interface GigabitEthernet 0/3/0/2
message-digest-key 101 md5 NEW

システムからはネイバーにはまだ新しいキーがないと見なされるため、ロールオーバープロセス

が開始されます。同じパケットの複数のコピーが送信され、それぞれ異なるキーで認証されま

す。この例では、システムは同じパケットのコピーを 2つ送信し、それぞれをキー 100とキー
101で認証します。

隣接するルータはロールオーバーにより、ネットワーク管理者が新しいキーで更新中も通信を継

続できます。ロールオーバーが停止するのは、ローカルシステムにより、そのすべてのネイバー

が新しいキーを認識すると判断した後です。新しいキーで認証されたネイバーからパケットをネ

イバーが受信した時点で、このネイバーに新しいキーが与えられたことが検出されます。

すべてのネイバーが新しいキーで更新されたら、以前のキーを削除する必要があります。この例

では、次のように入力します。

interface ethernet 1
no ospf message-digest-key 100

次に、キー 101だけがインターフェイス 1での認証に使用されます。
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キーの単一のインターフェイスを複数使用しないようにしてください。新しいキーを追加したら

その都度古いキーを削除して、ローカルシステムが古いキー情報を持つ悪意のあるシステムと通

信を続けることのないようにしてください。古いキーを削除すると、ロールオーバー中のオー

バーヘッドを減らすことにもなります。

MD5キーは、常に、ルータに暗号化された形式で保存されます。 clearおよび encryptedキー
ワードは、入力された値が暗号化されているかどうかをルータに通知します。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、パスワード 8ry4222の新しいキー 19を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# message-digest-key 19 md5 8ry4222

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （9ページ）

OSPFインターフェイスのプレーンテキスト、
MD5認証またはヌル認証をイネーブルにしま
す。

authentication（OSPF）, （11ページ）

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。default-cost（OSPF）, （38ページ）
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mpls ldp auto-config（OSPF）
ラベル配布プロトコル（LDP）-Interior Gateway Protocol（IGP）インターフェイス自動設定をイ
ネーブルにするには、適切なモードでmpls ldp auto-configコマンドを使用します。LDP-IGPイン
ターフェイス自動設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp auto-config

no mpls ldp auto-config

___________________
コマンドデフォルト LDP-IGPインターフェイス自動コマンド設定は、OSPFでディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、LDP-IGPインターフェイス自動設定をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls ldp auto-config
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mpls ldp sync（OSPF）
ラベル配布プロトコル（LDP）-Interior Gateway Protocol（IGP）同期をイネーブルにするには、適
切なモードでmpls ldp syncコマンドを使用します。LDP-IGP同期をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp sync [disable]

no mpls ldp sync

___________________
構文の説明

（任意）OSPFインターフェイスおよびエリアコンフィギュレーションサブモー
ドのみでMPLS LDP同期をディセーブルにします。 OSPFルータコンフィギュ
レーションモードでは、このコマンドの no形式を使用します。

disable

___________________
コマンドデフォルト LDP-IGP同期は、OSPFでディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、LDP-IGP同期をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf o1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls ldp sync
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mpls traffic-eng（OSPF）
マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLS TE）の Open
Shortest Path First（OSPF）エリアを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードでmpls
traffic-engコマンドを使用します。エリアからMPLS TEを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

mpls traffic-eng

no mpls traffic-eng

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト MPLS TEは、OSPFで設定されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSトラフィックエンジニアリングをサポートするには、OSPFの mpls traffic-engコマンドを
設定する必要があります。OSPFは、TEリンク情報のフラッディングに使用されるフラッディン
グメカニズムを提供します。

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

グローバルコンフィギュレーションモードで router-idコマンドを使用するのではなく、mpls
traffic-eng router-idコマンドを設定することをお勧めします。

MPLS TEの OSPFサポートは、MPLS TE機能全体のコンポーネントです。この機能を完全にサ
ポートするには、他のMPLS TEソフトウェアコンポーネントも設定する必要があります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ループバックインターフェイス 0をエリア 0に関連付け、エリア 0がMPLSエリアとして

宣言される例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 10.10.10.10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng router-id loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface loopback 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFOpaqueLSAサポート機能を制御します。capability opaque disable, （18ページ）

ノードのトラフィックエンジニアリングルー

タ識別子が、指定されたインターフェイスに関

連付けられている IPアドレスになるように指
定します。

mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）, （104
ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （163ページ）
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mpls traffic-eng igp-intact（OSPF）
トンネルネクストホップ（igp-shortcuts）を追加するときに OSPFプロトコルが少なくとも 1つの
IPv4ネクストホップをインストールするように設定するには、ルータコンフィギュレーション
モードで mpls traffic-eng igp-intactコマンドを使用します。 IGP-intactをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng igp-intact

no mpls traffic-eng igp-intact

___________________
コマンドデフォルト IGP-intactはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFプロトコルは、パスの最大数に達するまで、トンネルネクストホップ（igp-shortcuts）と
IPv4ネクストホップの両方を Routing Information Base（RIB;ルーティング情報ベース）のネクス
トホップリストに追加します。 IGP-intactがイネーブルの場合、パスの数が最大のとき、ルーティ
ング情報ベース（RIB）のネクストホップのリストには少なくとも 1つの IPv4ネクストホップが
必ず存在します。

IGP-intactは、Policy-Based Tunnel Selection（PBTS;ポリシーベースのトンネル選択）が使用さ
れている場合だけ使用してください。

（注）

IGP-intactは、ポリシーベースのトンネル選択（PBTS）が使用されている場合だけ設定してくだ
さい。これにより、少なくとも 1つの IPv4ネクストホップがデフォルトの DiffServコードポイ
ント（DSCP）トラフィッククラスで使用できるようになります。また、これにより、対応する
トンネルが転送に使用できない場合にこのようなトラフィックを IPv4ネクストホップに迂回させ
ることで、他の DSCPトラフィッククラスのトラフィック損失が防止されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、IGP-intactをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng igp-intact

___________________
関連コマンド

説明コマンド

Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルがサ
ポートできるパラレルルートの最大数を設定し

ます。

maximum-paths（OSPF）, （90ページ）
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mpls traffic-eng multicast-intact（OSPF）
マルチキャストインタクトパスがルーティング情報ベース（RIB）にパブリッシュされるように
Open Shortest Path First（OSPF）のマルチキャストインタクトをイネーブルにするには、適切なコ
ンフィギュレーションモードで mpls traffic-eng multicast-intactコマンドを使用します。MPLS
TEエリアを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng multicast-intact

no mpls traffic-eng multicast-intact

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト MPLS TEは、OSPFで設定されません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS TEの OSPFサポートは、MPLS TE機能全体のコンポーネントです。この機能を完全にサ
ポートするには、他のMPLS TEソフトウェアコンポーネントも設定する必要があります。

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、マルチキャストインタクトパスの RIBへのパブリッシュをイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng multicast-intact
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mpls traffic-eng router-id（OSPF）
ノードのトラフィックエンジニアリングルータ IDが、特定のOpen Shortest Path First（OSPF）イ
ンターフェイスに関連付けられている IPアドレスであることを指定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで mpls traffic-eng router-idコマンドを使用します。この機能をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls traffic-eng router-id {router-id| type interface-path-id}

no mpls traffic-eng router-id {router-id| type interface-path-id}

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記で指定された 32ビットルータ ID値（範囲 0.0.0.0

～ 255.255.255.255の有効な IPアドレスでなければなりません）。
router-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示する

には、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドがルータコンフィギュレーションモードで指定されている場合、ノードのトラフィッ

クエンジニアリングルータ IDは、特定のインターフェイスに関連付けられている IPアドレスで
す。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このルータの IDは、トラフィックエンジニアリングコンフィギュレーションの安定した IPアド
レスとして機能します。この IPアドレスはすべてのノードにフラッディングされます。他のノー
ドから始まり、このノードで終了するすべてのトラフィックエンジニアリングトンネルに対し

て、トンネル宛先を宛先ノードのトラフィックエンジニアリングルータ IDに設定する必要があ
ります。これは、そのアドレスが、トンネルヘッドのトラフィックエンジニアリングトポロジ

データベースがそのパス計算に使用するアドレスであるからです。

ループバックインターフェイスは、物理インターフェイスより安定しているため、マルチプ

ロトコルラベルスイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）に使用することを
お勧めします。

（注）

このコマンドは、デフォルトの VRFモードだけでサポートされています。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ループバックインターフェイス 0に関連付けられている IPアドレスとして、トラフィック

エンジニアリングルータ IDを指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# mpls traffic-eng router-id loopback 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS TEの OSPFエリアを設定します。mpls traffic-eng（OSPF）, （100ページ）
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mtu-ignore（OSPF）
ネイバーがデータベース記述子（DBD）パケットの交換時にコモンインターフェイスで同じ最大
伝送単位（MTU）を使用しているかどうかを、Open Shortest Path First（OSPF）がチェックしない
ようにするには、適切なモードでmtu-ignoreコマンドを使用します。デフォルトにリセットする
には、このコマンドの no形式を使用します。

mtu-ignore [disable| enable]

no mtu-ignore

___________________
構文の説明

（任意）OSPFネイバーが、コモンインターフェイスでMTUを使用してい
るかどうかのチェックをイネーブルにします。

disable

（任意）OSPFネイバーが、コモンインターフェイスでMTUを使用してい
るかどうかのチェックをディセーブルにします。

enable

___________________
コマンドデフォルト デフォルトはキーワードを指定しない mtu-ignoreであり、MTUチェックをディセーブルにしま

す。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、

インターフェイスでは、エリアによって指定されているMTU無視パラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、

インターフェイスでは、プロセスに指定されているMTU無視パラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、

OSPFは DBDパケットの交換時にネイバーから受信したMTUをチェックします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFは、OSPFネイバーがコモンインターフェイスで同じMTUを使用しているかどうかを検査
します。このチェックは、ネイバーによるDBDパケットの交換時に行われます。DBDパケット
内の受信したMTUが、受信インターフェイスに設定されているMTUより大きい場合は、OSPF
隣接関係は確立されません。

disableおよび enableキーワードを使用する必要はありません。キーワードを使用しない場合は、
mtu-ignoreコマンドによりMTUチェックがディセーブルになります。この場合は、nomtu-ignore
コマンドを使用して、MTUチェックを有効にできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、受信 DBDパケットにおけるMTU不一致検出をディセーブルにする方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# mtu-ignore
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multi-area-interface
異なるOpen Shortest Path First（OSPF）エリアの複数の隣接関係をイネーブルにして、複数エリア
インターフェイスコンフィギュレーションモードにするには、エリアコンフィギュレーション

モードでmulti-area-interfaceコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

multi-area-interface type interface-path-id

no multi-area-interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト OSPFネットワークは 1つのエリアだけでイネーブルになります。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

multi-area-interfaceコマンドを使用すると、エリア境界ルータ（ABR）をイネーブルにして、異
なる OSPFエリアに対して複数の隣接関係を確立できます。

各複数エリア隣接関係は、構成されたエリアのポイントツーポイントの番号が付けられていない

リンクとしてアドバタイズされます。このポイントツーポイントリンクは該当するエリアに対す
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るトポロジパスを提供します。このリンクを使用した最初の隣接関係または主要な隣接関係は

draft-ietf-ospf-multi-area-adj-06.txtと整合性のあるリンクをアドバタイズします。

2台の OSFスピーカーだけ接続されているインターフェイス上でマルチエリア隣接関係を設定で
きます。ネイティブブロードキャストネットワークの場合、マルチエリア隣接関係のインター

フェイスをイネーブルにする network point-to-pointコマンドを使用して、インターフェイスを
OPSFポイントツーポイント型で設定する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例は OSPF 109で複数エリアの隣接関係をイネーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# multi-area-interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-mif)# ?

authentication Enable authentication
authentication-key Authentication password (key)
commit Commit the configuration changes to running
cost Interface cost
database-filter Filter OSPF LSA during synchronization and flooding
dead-interval Interval after which a neighbor is declared dead
describe Describe a command without taking real actions
distribute-list Filter networks in routing updates
do Run an exec command
exit Exit from this submode
hello-interval Time between HELLO packets
message-digest-key Message digest authentication password (key)
mtu-ignore Enable/Disable ignoring of MTU in DBD packets
no Negate a command or set its defaults
packet-size Customize size of OSPF packets upto MTU
pwd Commands used to reach current submode
retransmit-interval Time between retransmitting lost link state advertisements
root Exit to the global configuration mode
show Show contents of configuration
transmit-delay Estimated time needed to send link-state update packet

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-mif)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインターフェイス情報を表示します。show ospf interface, （195ページ）
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neighbor（OSPF）
非ブロードキャストネットワークに相互接続するOpenShortest Path First（OSPF）ルータを構成す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighborコマンドを使用します。
設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address [cost number] [priority number] [poll-interval seconds]

no neighbor ip-address [cost number] [priority number] [poll-interval seconds]

___________________
構文の説明

ネイバーのインターフェイス IPアドレス。ip-address

（任意）ネイバーに 1～ 65535の整数を使用したコストを割り当てます。
コストが具体的に設定されていないネイバーについては、インターフェイス

のコストは costコマンドに基づいて想定されます。ポイントツーマルチポ
イントインターフェイスでは、cost numberだけが、キーワードと引数の唯
一機能する組み合わせです。 costキーワードは、非ブロードキャストマル
チアクセス（NBMA）ネットワークには適用されません。

cost number

（任意）指定された IPアドレスに関連付けられた非ブロードキャストネイ
バーのルータプライオリティ値を示す8ビットの数値を指定します。priority
キーワードは、ポイントツーマルチポイントインターフェイスには適用さ

れません。

priority number

（任意）ポーリング間隔を示す符号なし整数値（秒数）を指定します。RFC
1247では、この値を hello intervalよりずっと大きくすることが推奨されてい
ます。 poll-intervalキーワードは、ポイントツーマルチポイントインター
フェイスには適用されません。

poll-interval
seconds

___________________
コマンドデフォルト 指定されるコンフィギュレーションはありません。

priority number：0

poll-interval seconds：120秒（2分）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

既知のそれぞれの非ブロードキャストネットワークネイバーのソフトウェアコンフィギュレー

ションには、ネイバーエントリを 1つ含める必要があります。ネイバーアドレスは、インター
フェイスのプライマリアドレスに存在する必要があります。

隣接ルータが非アクティブになった（helloパケットがルータのデッドインターバル間に受信され
なかった）場合でも、デッドネイバーに helloパケットを送信しなければならない可能性があり
ます。これらの helloパケットはポーリング間隔と呼ばれる低速レートで送信されます。

ルータが起動すると、helloパケットは非ゼロプライオリティのルータに対してだけ送信されま
す。つまり、指定ルータ（DR）とバックアップ指定ルータ（BDR）となりうるルータに対してだ
け送信されます。 DRと BDRの選択後、DRと BDRで、すべてのネイバーへの helloパケットの
送信と隣接関係の確立が開始されます。

ネイバーのすべての発信 OSPFリンクステートアドバタイズメント（LSA）パケットをフィルタ
リングするには、neighbor database-filter all outコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、非ブロードキャストネットワーク上のアドレス 172.16.3.4で、プライオリティ 1、

ポーリング間隔 180秒として、ルータを宣言する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval
180

次の例では、非ブロードキャストネットワークを図説しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ip address 172.16.3.10 255.255.255.0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network nonbroadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval

180
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.5 cost 10 priority 1

poll-interval 180
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.6 cost 15 priority 1

poll-interval 180
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.7 priority 1 poll-interval
180

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての発信LSAをOSPFネイバーにフィルタ
リングします。

neighbor database-filter all out, （115ページ）

OSPFネットワークタイプをそのメディアのデ
フォルト以外のタイプに設定します。

network（OSPF）, （117ページ）

ルータプライオリティを設定します。これによ

り、このネットワークにおける指定ルータの特

定に役立ちます。

priority（OSPF）, （137ページ）
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neighbor database-filter all out
すべての発信リンクステートアドバタイズメント（LSA）をOpen Shortest Path First（OSPF）ネイ
バーにフィルタリングするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで neighbor
database-filter all outコマンドを使用します。ネイバーへの LSAの転送を元に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

neighbor ip-address database-filter all out

no neighbor ip-address database-filter all out

___________________
構文の説明

発信 LSAをブロックするネイバーの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト すべての発信 LSAはネイバーでフィルタリングされずに、ネイバーでフラッディングします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

neighbor database-filter all outコマンドを使用すると、非ブロードキャストネットワーク上のポ
イントツーマルチポイントネイバーに対する同期化とフラッディング中に、すべての発信 OSPF
LSAパケットをフィルタリングします。neighborコマンドを使用すると、さらに多くのネイバー
オプションを利用できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、ポイントツーマルチポイントネットワークから IPアドレス 10.2.3.4のネイバーへの

OSPF LSAのフラッディングを避ける方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.2.3.4 database-filter all out

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （112ページ）
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network（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）ネットワークタイプを指定されたメディアのデフォルトタイプ以
外のタイプに設定するには、適切なモードで networkコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

network {broadcast| non-broadcast| {point-to-multipoint [non-broadcast]| point-to-point}}

no network

___________________
構文の説明

ネットワークタイプをブロードキャストに設定します。broadcast

ネットワークタイプを非ブロードキャストマルチアクセス

（NBMA）に設定します。
non-broadcast

ネットワークタイプをポイントツーマルチポイントに設定します。point-to-multipoint

（任意）ポイントツーマルチポイントネットワークを非ブロード

キャストに設定します。このキーワードを使用する場合は、neighbor
コマンドが必須です。

non-broadcast

ネットワークタイプをポイントツーポイントに設定します。point-to-point

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される networkパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルでも指定されない場合、OSPFネットワークタイプはそのメディ
アのデフォルトとなります。

GigabitEtherntおよび TenGigEthernetインターフェイスのデフォルトはブロードキャストです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

networkコマンドを使用すると、たとえば、ネットワークのルータがマルチキャストアドレス指
定をサポートしていない場合に、ブロードキャストネットワークを NBMAネットワークとして
構成します。

NBMAネットワークをブロードキャストまたは非ブロードキャストとして構成する場合は、各
ルータから各ルータあるいはフルメッシュのネットワークにまで仮想回線があると想定されます。

ただし、一部の構成の場合、この前提が当てはまらないことがあります。たとえば、部分メッシュ

ネットワークの場合です。この場合は、OSPFネットワークのタイプをポイントツーマルチポイ
ントネットワークとして設定できます。直接接続していない 2つのルータ間のルーティングは、
仮想回線のあるルータを通過して 2つのルータに到達します。

このコマンドを許可していないインターフェイス上で、このコマンドが発行された場合は、コマ

ンドは無視されます。

OSPFにはポイントツーマルチポイントネットワークに関連する 2つの機能があります。一つは
ブロードキャストネットワークに適用される機能で、もう一方は非ブロードキャストネットワー

クに適用される機能です。

•ポイントツーマルチポイントのブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを使
用できますが、当該ネイバーまでのコストを指定する必要があります。

•ポイントツーマルチポイントの非ブロードキャストネットワークでは、neighborコマンドを
使用してネイバーを識別する必要があります。ネイバーへのコストの割り当てはオプション

です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、OSPFネットワークを非ブロードキャストネットワークとして構成する方法を示し

ています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 172.16.3.4 priority 1 poll-interval

180

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （112ページ）
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nsf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのノンストップフォワーディング（NSF）を設定する
には、適切なモードで nsfコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルからこのコ
マンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

nsf {cisco [enforce global]| ietf [helper disable]}

no nsf {cisco [enforce global]| ietf [helper disable]}

___________________
構文の説明 Ciscoノンストップフォワーディングをイネーブルにします。cisco

（任意）非NSFネットワークデバイスネイバーが検出されると、NSF
再起動がキャンセルされます。

enforce global

Internet Engineering Task Force（IETF;インターネット技術特別調査委員
会）規定のグレースフルリスタートをイネーブルにします。

ietf

（任意）ルータヘルパーサポートをディセーブルにします。helper disable

___________________
コマンドデフォルト NSFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSF機能を使用すると、ルーティングプロトコル情報（OSPFなど）をスイッチオーバーの後に
復元し、データ転送パケットを既知のルートで送信できます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

120 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
nsf（OSPF）



ルータが再起動中に NSFを実行すると予想される場合は、nsfコマンドを使用します。この機能
の利点を最大限に活用するには、すべての隣接ルータに NSFを設定します。

オプションの cisco enforce globalキーワードなしでこのコマンドを使用し、非 NSFネイバーが検
出される場合は、NSF再起動メカニズムはこれらのネイバーのインターフェイスで中断され、他
のネイバーで正常に機能します。

オプションの cisco enforce globalキーワードとともにこのコマンドを使用し、非 NSFネイバーが
検出される場合は、OSPFプロセス全体で NSF再起動はキャンセルされます。

IETFグレースフルリスタートが提供する NSFメカニズムでは、RFC 3623のガイドラインに沿っ
て、データトラフィックがシームレスにフローし、OSPFがプロセス再起動または RPフェール
オーバー後に回復を試みる過渡状態期間の間でもパケット損失を防ぐことができます。

デフォルトでは、ヘルパーモードのネイバーは NSF Ciscoタイプおよび NSF IETFタイプの両方
のLSAをリスニングします。nsfコマンドを使用すると、RPフェールオーバーを実施またはOSPF
プロセス再起動を予想する一種のメカニズムを実現できます。 ciscoまたは ietfキーワードが入力
されていない場合は、NSF CiscoおよびNSF IETFの両方のリスニングモードのネイバーに関係な
く、NSFはイネーブルになりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、再起動中にいずれかのネットワークインターフェイスで非NSFネイバーが検出され

る場合に、OSPFプロセス全体の NSF再起動をキャンセルする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf cisco enforce global
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nsf flush-delay-time（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのノンストップフォワーディング（NSF）外部ルート
クエリーに許可された最大時間を設定するには、適切なモードで nsf flush-delay-timeコマンドを
使用します。コンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォル

トの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf flush-delay-time seconds

no nsf flush-delay-time seconds

___________________
構文の説明 NSF外部ルートクエリーに許可された時間（秒数）。範囲は 1～ 3600

秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：300

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、NSFの最大時間を 60秒に設定して、OSPFの外部ルートを知る方法を示していま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf flush-delay-time 60
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nsf interval（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルの連続ノンストップフォワーディング（NSF）再起動
試行の最小時間間隔を設定するには、適切なモードで nsf intervalコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

nsf interval seconds

no nsf interval seconds

___________________
構文の説明

連続再起動試行の時間間隔（秒数）。範囲は 90～ 3600秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：90

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

nsf intervalコマンドを使用する場合、OSPFが NSF再起動実行を試みる前の OSPFプロセスを、
最小でも 90秒に設定しなければなりません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、連続 NSF再起動試行最小時間間隔を 120秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:routerr(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf interval 120
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nsf lifetime（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセス再起動後に、ルートがルーティング情報ベース（RIB）
に保持される最大時間を設定するには、適切なモードで nsf lifetimeコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

nsf lifetime seconds

no nsf lifetime seconds

___________________
構文の説明

ルートがRIBに保持される時間（秒数）。範囲は 90～ 3600秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：95

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドを使用する場合、OSPFプロセスは設定された最大時間内で再収束しなければなりま
せん。収束がこの時間を超えると、ルートがRIBから消去され、ノンストップフォワーディング
（NSF）再起動が失敗する可能性があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、OSPF NSFの最大寿命を 120秒に設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsf lifetime 120
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nsr（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのNonstopRouting（NSR;ノンストップルーティング）
を設定するには、OSPFルータコンフィギュレーションモードで nsrコマンドを使用します。コ
ンフィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻す

には、このコマンドの no形式を使用します。

nsr

no nsr

___________________
コマンドデフォルト NSRは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSR機能を使用すると、アクティブな RP上の OSPFプロセスで、すべての必要なデータおよび
状態をスタンバイ RPの OSPFプロセスと同期化できます。スイッチオーバーが発生すると、新
しくアクティブになったRP上のOSPFプロセスに、実行を続けるために必要なすべてデータと状
態が含まれ、ネイバーからのヘルプは必要ではありません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、NSRを構成する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# nsr
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nssa（OSPF）
エリアをNot-So-StubbyArea（NSSA）として設定するには、エリアコンフィギュレーションモー
ドで nssaコマンドを使用します。エリアから NSSAの区別を削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric metric-value] [metric-type type-value]]
[no-summary]

no nssa

___________________
構文の説明

（任意）ルータが NSSAエリア境界ルータ（ABR）の場合に、
redistributeコマンドを使用すると、ルートを通常のエリアにだけイン
ポートし、NSSAエリアにはインポートしません。

no-redistribution

（任意）タイプ7のデフォルトをNSSAエリアに生成します。このキー
ワードは、NSSAABRまたはNSSA自律システム境界ルータ（ASBR）
だけで有効です。

default-information-
originate

（任意）デフォルトルートの生成に使用するメトリックを指定します。

値を省略して、defaultmetricコマンドを使用して値を指定しない場合、
デフォルトのメトリック値は 10になります。範囲は 1～ 16777214で
す。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるデフォルト
のルートに関連付けられる外部リンクタイプを指定します。次のいず

れかの値を指定できます。

1：タイプ 1外部ルート

2：タイプ 2外部ルート

metric-type type-value

（任意）ABRによるNSSAへのサマリーリンクアドバタイズメントの
送信を停止します。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト NSSAエリアは未定義です。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

NSSAはコアからエリアへとタイプ 5の外部 LSAをフラッディングしませんが、限定的に自律シ
ステム外部ルートをエリア内にインポートできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、エリア 1を NSSAエリアとして設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# nssa
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ospf name-lookup
OpenShortest Path First（OSPF）プロトコルを構成して、ドメインネームシステム（DNS）名を検
索するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ospf name-lookupコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ospf name-lookup

no ospf name-lookup

___________________
コマンドデフォルト ルータはルータ IDまたはネイバー IDごとに表示されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ospfname-lookupコマンドを使用すると、すべてのOSPF showコマンドの表示を実行するときに、
簡単にルータを特定できます。ルータはルータ IDまたはネイバー IDごとではなく、名前ごとに
表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、OSPFを構成して、名前ごとにルータを特定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ospf name-lookup
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packet-size（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パケットのサイズを最大伝送単位（MTU）で指定されたサイズに
設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet-sizeコマンドを使用します。こ
の機能をディセーブルにし、デフォルトパケットサイズを再設定するには、このコマンドの no
形式を使用します。

packet-size bytes

no packet-size

___________________
構文の説明

サイズ（バイト単位）。範囲は 576～ 10000バイトです。bytes

___________________
コマンドデフォルト コマンドが指定されていない場合、デフォルトパケットサイズはインターフェイス IP MTUサイ

ズ（9000バイト未満の場合）または 9000バイトです。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

デフォルトのパケットサイズがより小さいインターフェイス IP
MTUサイズまたは 9000バイトに変更されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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packet-sizeコマンドを使用すると、OSPFパケットのサイズをカスタマイズできます。OSPFプロ
トコルはパケットサイズとMTUサイズを比較して、小さい方のパケットサイズ値を使用しま
す。

コマンドが設定されていない場合、デフォルトパケットサイズはインターフェイス IP MTUサイ
ズ（9000バイト未満の場合）または 9000バイトです。たとえば、インターフェイス IP MTUサ
イズが 1500バイトの場合、バイトサイズが 9000バイトより小さいため、OSPFはインターフェ
イスで 1500バイトのパケットサイズを使用します。インターフェイス IP MTUサイズが 9500バ
イトの場合、バイトサイズが 9000バイトを超えるため、OSPFはインターフェイスで 9000バイ
トのパケットサイズを使用します。インターフェイス IP MTUサイズは、インターフェイスとプ
ラットフォームによって異なります。ほとんどの場合、デフォルトインターフェイス IP MTU値
は、9000バイト未満となります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスのパケットサイズを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 1/0/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# packet-size 3500
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passive（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコル送信動作をインターフェイスで停止するには、適切な
モードで passiveコマンドを使用します。 Passiveコンフィギュレーションを削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

passive [disable| enable]

no passive

___________________
構文の説明

（任意）OSPF更新を送信します。disable

（任意）OSPF更新の送信をディセーブルにします。enable

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される passiveパラメータを採用します。

このコマンドが、いずれのレベルで指定されていない場合、passiveパラメータはディセーブルに
なり、OSPF更新がインターフェイスに送信されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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指定されたインターフェイスでは、OSPFルーティング情報の送受信は行われません。OSPFルー
タ（タイプ1）リンクステートアドバタイズメント（LSA）では、インターフェイスはスタブネッ
トワークのように表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次は、passiveモードがイネーブルになっているため、GigabitEthernetインターフェイス 1/0/0/2で

OSPF更新が減少する例を示しています。ただし、GigabitEthernetインターフェイス0/1/0/3は通常
OSPFトラフィックフローを受信します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# passive
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet1/0/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# end
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priority（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）リンクの指定ルータの決定を行うインターフェイスのルータプラ
イオリティを設定するには、適切なモードで priorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

priority value

no priority value

___________________
構文の説明

ルータプライオリティ値を示す 8ビットの符号なし整数。範囲は 0～ 255
です。

value

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定されない場合、イン

ターフェイスは、エリアにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドが、エリアコンフィギュレーションモードで指定されない場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される priorityパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトのプライオリティは1です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ネットワークに付加されている 2つのルータがともに指定ルータになろうとした場合、ルータの
プライオリティの高い方が優先されます。プライオリティが同じ場合、より高位のルータ IDを
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持つルータが優先されます。ルータのプライオリティがゼロに設定されているルータには、指定

ルータまたはバックアップ指定ルータになる資格がありません。ルータプライオリティはマルチ

アクセスネットワークへのインターフェイスに対してだけ設定されています（つまり、ポイント

ツーポイントネットワークには設定されていません）。

このプライオリティ値は、OSPFの neighborコマンドを使用して、非ブロードキャストネット
ワークの Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを構成するときに使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、ルータAとルータ Bの priorityおよび neighborコマンドを使用してプライオリティを設定

し、ネイバープライオリティ値が隣接ルータのプライオリティを反映していなければならない場

合の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.0.0.2 255.255.255.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# priority 4
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.0.0.1 priority 6

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet POS 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.0.0.1 255.255.255.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# network non-broadcast
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# priority 6
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# neighbor 10.0.0.2 priority 4

___________________
関連コマンド

説明コマンド

非ブロードキャストネットワーク間を相互接続

する OSPFルータを設定します。
neighbor（OSPF）, （112ページ）

OSPFネットワークタイプをそのメディアのデ
フォルト以外のタイプに設定します。

network（OSPF）, （117ページ）
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protocol shutdown
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルのインスタンスをディセーブルにして、どのインター
フェイスとも隣接関係を持たないようにするには、ルータコンフィギュレーションモードで

protocol shutdownコマンドを使用します。 OSPFプロトコルを再度イネーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

protocol shutdown

no protocol shutdown

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

protocol shutdownコマンドを使用すると、既存の OSPFコンフィギュレーションパラメータを削
除せずに、特定のルーティングインスタンスの OSPFプロトコルをディセーブルにします。

OSPFプロトコルはルータ上で実行し続けます。現在のOSPFコンフィギュレーションを使用でき
ますが、OSPFはインターフェイスでの隣接関係は構築しません。

このコマンドは no router ospfコマンドの実行と類似しています。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、OSPF 1インスタンスをディセーブルにする方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# protocol shutdown
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queue dispatch flush-lsa
フラッシュにスケジュールされた（レート制限）LSAの数を変更するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで queue dispatch flush-lsaコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch flush-lsa count

no queue dispatch flush-lsa

___________________
構文の説明

実行ごとにフラッシュされた LSAの最大数。範囲は 30～ 3000です。count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとにフラッシュされるデフォルトのLSAは150です（カウントが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、実行ごとにフラッシュされる LSAの数を 30に制限する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch flush-lsa 30
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キューディスパッチ値、ピーク長、および制限を確認するには、show ospf message-queue, （204
ページ）コマンドを使用します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （143ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （145ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （147ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （149ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （204ページ）
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queue dispatch incoming
処理される着信パケット（ステート変化をトリガーするLSAUpdate、LSAck、DBD、LSRequest、
および Hello）の数を制限するには、ルータコンフィギュレーションモードで queue dispatch
incomingコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

queue dispatch incoming count

no queue dispatch incoming

___________________
構文の説明

処理される連続イベントの最大数。範囲は 30～ 3000です。count

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの着信カウントは 300パケットです（カウントが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、処理される着信パケットの数を 500に制限する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch incoming 500
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キューディスパッチ値、ピーク長、および制限を確認するには、show ospf message-queue, （204
ページ）コマンドを使用します。

___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （145ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （147ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （149ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （204ページ）
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queue dispatch rate-limited-lsa
レート制限されるリンクステートアドバタイズメント（LSA）（再）生成の実行ごとに処理され
る最大数を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードでqueuedispatch rate-limited-lsa
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch rate-limited-lsa count

no queue dispatch rate-limited-lsa

___________________
構文の説明

実行ごとに処理されるレート制限されたLSAの最大数。範囲は30～3000
です。

count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとに処理されるレート制限された LSAのデフォルト数は 300です（このカウントが設定さ

れていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、レート制限されている LSA（再）生成の実行ごとに処理される最大数を 300に設定する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch rate-limited-lsa 300

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （143ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （147ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （149ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （204ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

146 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
queue dispatch rate-limited-lsa



queue dispatch spf-lsa-limit
単一の SPF実行内で Shortest Path First（SPF）反復ごとに処理されるタイプ 3-4およびタイプ 5-7
のリンクステートアドバタイズメント（LSA）の最大数を変更するには、ルータコンフィギュ
レーションモードで queue dispatch spf-lsa-limitコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

queue dispatch spf-lsa-limit count

no queue dispatch spf-lsa-limit

___________________
構文の説明

単一の SPF実行内のスケジュールされた各反復で SPFごとに処理される連続
タイプ 3-4およびタイプ 5-7の LSAの最大数範囲は 30～ 3000です。

count

___________________
コマンドデフォルト 実行ごとに処理されるタイプ 3-4およびタイプ 5-7のデフォルト数は、150の LSAです（このコ

マンドが設定されていない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、スケジューリング実行ごとにSPFによって処理される連続タイプ 3-4およびタイプ 5-7 LSA

の数を 100に制限する方法を示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue dispatch spf-lsa-limit 100

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （143ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （145ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （149ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （204ページ）
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queue limit
プライオリティ別の着信イベントの最高水準点を設定するには、ルータコンフィギュレーション

モードで queue limitを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

queue limit {high| medium| low} count

no queue limit {high| medium| low}

___________________
構文の説明

ハイプライオリティの着信イベントの最高水準点（状態変更 Hello）。high

ミディアムプライオリティの着信イベントの最高水準点（LSA ACK）。medium

ロープライオリティの着信イベントの最高水準点（DBD/LSUpd/LSReq）。low

キューごとのイベントの最大数。イベントは、プライオリティキューの

サイズがこの値を超えるとドロップされます。範囲は1000～30000です。
count

___________________
コマンドデフォルト 最高水準点：9500（対応する設定がない場合）。

中間水準点：9000（対応する設定がない場合）。

最低水準点：8000（対応する設定がない場合）。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プライオリティの次の順序での制限を必ず維持してください。

ハイプライオリティの制限 >ミディアムプライオリティの制限 >ロープライオリティの制限
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、キューごとのイベントの最大数を設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit high 11000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit medium 10000
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# queue limit low 9000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （143ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （145ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （147ページ）

キューディスパッチ値、ピーク長、および制限

に関する情報を表示します。

show ospf message-queue, （204ページ）
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range（OSPF）
エリア境界でルートを統合してまとめるには、エリアコンフィギュレーションモードで rangeコ
マンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

range ip-address mask [advertise| not-advertise]

no range ip-address mask [advertise| not-advertise]

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

IPアドレスマスクmask

（任意）アドバタイズするアドレス範囲ステータスを設定し、タイプ 3
サマリーリンクステートアドバタイズメント（LSA）を生成します。

advertise

（任意）アドレス範囲ステータスを DoNotAdvertiseに設定します。タ
イプ3サマリーLSAは停止し、コンポーネントネットワークは他のネッ
トワークからは非表示の状態となります。

not-advertise

___________________
コマンドデフォルト このコマンドがエリア境界ルータ（ABR）で指定されていない場合は、エリア境界のルートの統

合または集約は行われません。

デフォルトは Advertiseです。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 151

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
range（OSPF）



エリア境界ルータ（ABR）の場合にだけ、rangeコマンドを使用します。このコマンドを使用す
ると、エリアのルートを統合または集約します。その結果、1つの集約ルートがABRによって他
のエリアにアドバタイズされます。ルーティング情報は、エリア境界でまとめられます。エリア

の外部では、アドレス範囲ごとに 1つのルートがアドバタイズされます。このプロセスをルート
集約と呼びます。

rangeコマンドを指定して、複数範囲コンフィギュレーションを設定できます。このようにして、
OSPFプロトコルは数多くの異なるアドレス範囲の集合のアドレスを集約できます。

集約されたルートは範囲で想定される最大ルートコストを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、IPアドレスの最初の 2つの 8ビット部に「10.31.x.x」を含むインターフェイスから

構成されるエリア 36.0.0.0を示しています。 rangeコマンドはインターフェイスを集約します。 8
つのネットワークを個々にアドバタイズする代わりに、1つのルート 10.31.0.0 255.255.0.0をアド
バタイズします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet 0/3/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 36.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# range 10.31.0.0 255.255.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/1/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# interface GigabitEthernet0/2/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

別のルーティングプロトコルからOSPFプロト
コルに再配布されているルートの集約アドレス

を作成します。

summary-prefix（OSPF）, （248ページ）
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redistribute（OSPF）
あるルーティングドメインからOpenShortest Path First（OSPF）にルートを再配布するには、適切
なモードで redistributeコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから redistribute
コマンドを削除し、ルートの再配布をしないデフォルトの状態にシステムを戻すには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol (BGP)

redistribute bgp process-id [preserve-med] [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

no redistribute bgp process-id [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag
tag-value]

Local Interface Routes

redistribute connected [instance instance-name] [instance IPCP][metric metric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute connected [instance instance-name] [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

Directed-attached gateway redundancy (DAGR)

redistribute dagr [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute dagr [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)

redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metric metric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute eigrp process-id [match {external [1| 2]| internal}] [metricmetric-value] [metric-type {1|
2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

Intermediate System-to-Intermediate System (IS-IS)

redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy
policy-name] [tag tag-value]

no redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {1| 2}]
[route-policy policy-name] [tag tag-value]

Open Shortest Path First (OSPF)

redistribute ospf process-id [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1| 2]}] [metric metric-value]
[metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute ospf process-id [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1| 2]}] [metricmetric-value]
[metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]
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Routing Information Protocol (RIP)

redistribute rip [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute rip [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

IP Static Routes

redistribute static [metric metric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

no redistribute static [metricmetric-value] [metric-type {1| 2}] [route-policy policy-name] [tag tag-value]

___________________
構文の説明 BGPプロトコルからのルートを配布します。bgp

bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲があります。

• 2バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1～
4294967295です。

• asdot形式の 4バイトの自律システム番号（ASN）の範囲は 1.0～
65535.65535です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタンスの
名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できますが、ス
トリングとして内部に格納されます。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFインスタンス
の名前です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できますが、
ストリングとして内部に格納されます。

process-id

（任意）BGPルートのMulti Exit Discriminator（MED）を保存します。preserve-med

（任意）再配布ルートに使用されるメトリックを指定します。範囲は 1
～ 16777214です。ソースプロトコルと同じ値を使用します。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされるルートに関
連付けられた外部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれか
にすることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-type { 1 | 2 }

（任意）各外部ルートに追加された値を指定します。この値は OSPFプ
ロトコル自体では使用されませんが、外部LSA内で伝達されます。範囲
は 0～ 4294967295です。

tag tag-value
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（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、このソー
スルーティングプロトコルから OSPFへのルートのインポートをフィル
タリングするために使用されます。

route-policy
policy-name

インターフェイスの IPをイネーブルにしたことで、自動的に確立される
ルートを配布します。

connected

接続されたインスタンス。instance

接続されたインスタンスの名前。instance-name

IPCPプロトコルからルートを配布します。instance IPCP

EIGRPプロトコルからのルートを配布します。eigrp

IS-ISプロトコルからのルートを配布します。isis

（任意）レベル 1ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に再配
布します。

level-1

（任意）レベル 1とレベル 2の両方のルートを、他の IPルーティングプ
ロトコルに配布します。

level-1-2

（任意）レベル 2ルートを他の IPルーティングプロトコルに個別に配布
します。

level-2

OSPFプロトコルからのルートを配布します。ospf

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条件を
指定します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システム内部のルート（エリア内およびエリア
間の OSPFルート）。

• external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイプ 1
またはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートされている
ルート。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイ
プ 1またはタイプ 2の Not-So-Stubby Area（NSSA）外部ルートとし
て OSPFにインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった場合
は、タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

matchが指定されていない場合、デフォルトはフィルタリングなしとなり
ます。

match { internal |
external [1 | 2 ] |
nssa-external [ 1 | 2]
}

RIPプロトコルからのルートを配布します。rip
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IPスタティックルートを配布します。static

DirectAttachedGatewayRedundancy（DAGR）からのルートを配布します。dagr

___________________
コマンドデフォルト ルートの再配布はディセーブルです。

metricmetric-value：デフォルトが 1であるBGPルートを除くすべてのプロトコルからのルートの
デフォルトは 20です。

metric-type：タイプ 2外部ルート。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記のasplain形式がサポートされました。

Direct Attached Gateway Redundancy（DAGR）からの再配布のサポート
が追加されました。キーワード dagrが追加されました。

instanceキーワードおよび instance-name引数が、接続ルート用に追加
されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

属性を設定または照合するコマンドキーワードとルートポリシーの両方を使用してルートを

（OSPFに）再配布する場合、ルートは、まずルートポリシーによって制御され、次にキー
ワードの照合と設定が行われます。

（注）

再配布ルーティング情報は常に、policy policy-nameキーワードと引数によってフィルタされる必
要があります。このフィルタリングにより、管理者が意図したルートだけが確実に OSPFに再配
布されるようになります。
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ルーティングポリシーの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Routing Command Reference』の「Routing Policy Commands on Cisco ASR 9000シリーズルータ」の
モジュールを参照してください。

redistributeまたは default-information originate（OSPF）, （40ページ）コマンドを使用して、
OSPFルーティングドメインにルートを再配布する場合は、ルータは自動的にASBRになります。
ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートを OSPFルーティングドメインに生成しま
せん。

OSPFプロセス間でルートが再配信される場合、OSPFメトリックは保持されません。

ルートが OSPFに再配布され、メトリックが metricキーワードで指定されていない場合、OSPF
は、メトリック 1を取得するBGPルートを除き、すべてのプロトコルからのルートのデフォルト
メトリックとして 20を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、BGPルートを OSPFドメインに再配布する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 110
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute bgp 100

次の例では、指定された IS-ISプロセスルートを OSPFドメインに再配布する方法を示していま
す。 IS-ISルートはメトリック 100で再配布されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute isis 108 metric 100

次の例では、ネットワーク10.0.0.0は、OSPF1の外部リンクステートアドバタイズメント（LSA）
として表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ip address 10.0.0.0 255.0.0.0
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface GigabitEthernet 0/2/0/2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ip address 10.99.0.0 255.0.0.0
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# redistribute ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/2
!
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

デフォルトの外部ルートを OSPFルーティング
ドメインに生成します。

default-information originate（OSPF）, （40ペー
ジ）
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retransmit-interval（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスに属する隣接関係のリンクステートアドバタイ
ズメント（LSA）再送信時間間隔を指定するには、適切なモードで retransmit-intervalコマンドを
使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

retransmit-interval seconds

no retransmit-interval

___________________
構文の説明

再送信間の時間（秒単位）。接続したネットワーク上の任意の 2つのルータ
間の予想往復遅延時間よりも大きくなければなりません。範囲は 1～ 65535
秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、イン

ターフェイスでは、エリアによって指定されている retransmit intervalパラメータを採用します。

エリアコンフィギュレーションモードでこのコマンドを指定しなかった場合、インターフェイス

は、プロセスにより指定される retransmit intervalパラメータを採用します。

このコマンドをいずれのレベルでも指定しなかった場合、デフォルトの再送信間隔は 5秒です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

ルータコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルータが自身のネイバーにLSAを送信する場合、ルータは確認応答メッセージを受信するまでそ
の LSAを保持します。確認応答を受信しなかった場合、ルータでは LSAを再送します。

このパラメータは慎重に設定してください。不要な再送信の原因になる場合があります。シリア

ル回線および仮想リンクの場合は、値を大きくする必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスコンフィギュレーションモードで再送信間隔値を 8秒に設定する

方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# retransmit-interval 8
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route-policy（OSPF）
タイプ 3リンクステートアドバタイズメント（LSA）をフィルタリングするようにルーティング
ポリシーを指定するには、エリアコンフィギュレーションモードで route-policyコマンドを使用
します。ルーティングポリシーをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

route-policy route-policy-name {in| out}

no route-policy route-policy-name {in| out}

___________________
構文の説明

ルートポリシーの名前。route-policy-name

ポリシーを着信ルートに適用します。in

ポリシーを発信ルートに適用します。out

___________________
コマンドデフォルト ポリシーは適用されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

route-policyコマンドを使用して、着信ルートまたは発信ルートのOSPFルーティングポリシーを
指定します。ポリシーを使用すると、ルートのフィルタリングやルート属性の変更ができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、エリア 0の着信ルートの OSPFルートポリシーを指定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-area)# route-policy area0_in in
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router-id（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロセスのルータ IDを設定するには、適切なモードで router-id
コマンドを使用します。デフォルトの方法でルータ IDを決定するには、OSPFプロセスのクリア
または再起動後にこのコマンドの no形式を使用します。

router-id router-id

no router-id router-id

___________________
構文の説明 4分割のドット付き 10進表記で指定した 32ビットルータ IDrouter-id

___________________
コマンドデフォルト このコマンドが設定されていない場合、ルータ IDはルータ上のインターフェイスの最大の IP

Version 4（IPv4）アドレスとなり、ループバックインターフェイスが優先されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

router-idコマンドを使用して、ルータ IDとして明示的に一意の 32ビット数値を指定することを
お勧めします。このアクションにより、OSPFがインターフェイスアドレス構成に依存しない
OSPFの機能が保証されます。 clear ospf processコマンドを使用してOSPFプロセスをクリアする
か、または OSPFプロセスを再起動して no router-idコマンドを有効にします。

OSPFは次の方法（プリファレンス順）でルータ IDの取得を試みます。

1 デフォルトでは、OSPFプロセスの初期化時に、チェックポインティングデータベースにルー
タ IDがあるかどうかを確認します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 163

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
router-id（OSPF）



2 ルータコンフィギュレーションモードで OSPF router-idコマンドによって指定された 32ビッ
トの数値。（この値には任意の 32ビット値を指定できます。このルータのインターフェイス
に割り当てられた IPv4アドレス以外のアドレスを設定できます。また、ルーティング可能な
IPv4アドレスでなくてもかまいません。）

3 ITALによって選択されたルータ ID。

4 OSPFプロセスが実行されているインターフェイスのプライマリ IPv4アドレス。 OSPFイン
ターフェイスの最初のインターフェイスアドレスが選択されます。

OSPFバージョン 3とは異なり、OSPFバージョン 2では、IPv4アドレスが設定されているイ
ンターフェイスが少なくとも 1つ含まれていることが保証されています。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、IPアドレス 172.20.10.10を OSPFプロセス 109に割り当てる方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 172.20.10.10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルータプロセスを停止および再起動せず
にリセットします。

clear ospf process, （22ページ）

インターフェイスのプライマリ IPv4アドレス
を設定します。

ipv4 address
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router ospf
OpenShortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスを設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで router ospfコマンドを使用します。OSPFルーティングプロセスを終了する
には、このコマンドの no形式を使用します。

router ospf process-name

no router ospf process-name

___________________
構文の説明 OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名はス

ペースを含まない 40文字以内の任意の英数字ストリングです。
process-name

___________________
コマンドデフォルト OSPFルーティングプロセスは定義されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

1ルータあたり複数のOSPFルーティングプロセスを指定できます。最大 10個のプロセスを設定
できます。 OSPFプロセスは 4個以下にすることをお勧めします。

すべての OSPFコンフィギュレーションコマンドは、OSPFルーティングプロセスの下で設定す
る必要があります。これらのコマンドの 2つの例としては、default-metricコマンドと router-id
コマンドがあります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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操作タスク ID

read, writerib

___________________
例 次の例では、109と呼ばれる OSPFルーティングプロセスをインスタンス化する方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （9ページ）

別のプロトコルから OSPFプロトコルに再配布
されるルートのデフォルトのメトリック値を設

定します。

default-metric（OSPF）, （43ページ）

OSPFプロトコルが実行されるインターフェイ
スを定義します。

interface（OSPF）, （76ページ）

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （163ページ）
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security ttl（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）パケットの IPヘッダーのセキュリティ存続可能時間（TTL）値を
設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで security ttlコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからこのコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

security ttl [hops hops-number]

no security ttl

___________________
構文の説明 IPホップ。許可されたホップの最大数。範囲は 1～ 254ホッ

プです。

hops hops-number

___________________
コマンドデフォルト hops-number：1

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

security ttlコマンドは、ネットワーク攻撃を防止するGeneralizedTTLSecurityMechanism（GTSM）
機能のために使用します。

ネイバーからのリンクステートアドバタイズメント（LSA）の受信動作中は、ネットワーク攻撃
が発生する可能性があります。これは、ユニキャストまたはマルチキャストパケットが仮想リン

クの 1ホップまたは複数ホップ向こう側に配置されているネイバーから送信されているという確
認ができないためです。
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仮想リンクについては、OSPFパケットはネットワーク全体の複数ホップを通過して送信されま
す。したがって、TTL値は複数回にわたり減少していく可能性があります。このようなリンクの
種類では、最小 TTL値が複数ホップパケットで許可され受け入れられなければなりません。

複数ホップを通過して送信される無効なソースから発生するネットワーク攻撃をフィルタリング

するには、GTSMの RFC 3682を使用して、攻撃を防止します。 GTSMはリンクローカルアドレ
スをフィルタリングして、TTL値 255のコンフィギュレーションの 1ホップネイバーとなる隣接
関係だけを許可します。 IPヘッダーのTTL値はOSPFパケットが生成されるときに設定され、受
信されたOSPFパケットでデフォルトのGTSM TTL値 255またはユーザ設定されたGTSM TTL値
に対してチェックされます。このようにして、TTLホップを超える不正なOSPFパケットをブロッ
クします。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスのセキュリティ TTLを設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet0/6/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# security ttl 2
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sham-link
2台のプロバイダーエッジルータ間のOpen Shortest Path First（OSPF）の模造リンクを設定するに
は、VRFエリアコンフィギュレーションモードで sham-linkコマンドを使用します。 OSPF模造
リンクを終了するには、このコマンドの no形式を使用します。

sham-link source-address destination-address

no sham-link source-address destination-address

___________________
構文の説明 4分割ドット付き 10進表記で指定されたローカル（ソース）模造リ

ンクエンドポイントの IPアドレス。
source-address

4分割ドット付き 10進表記で指定されたリモート（送信先）模造リ
ンクエンドポイントの IPアドレス。

destination-address

___________________
コマンドデフォルト 模造リンクは設定されていません。

___________________
コマンドモード VRFエリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

sham-linkコマンドを使用すると、2台のプロバイダーエッジ（PE）ルータ間でポイントツーポイ
ント接続を構成し、2つの VPNサイト（VPNバックボーン）間の内部接続を作成します。模造
リンクはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNバックボーンの PEプロバイダー
エッジ（PE）ルータで構成されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、OSPF模造リンクを構成する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 109
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf)# vrf vrf_a
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf_ar)# sham-link 192.168.40.0 172.16.30.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config_ospf_vrf_ar_sl)# cost 23

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアを設定します。area（OSPF）, （9ページ）

OSPFパス計算のインターフェイス（ネットワー
ク）のコストを明示的に指定します。

cost（OSPF）, （30ページ）

OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタ
ンスを構成します。

vrf（OSPF）, （263ページ）
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show ospf
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスに関する概要を表示するには、EXECモー
ドで show ospfコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [summary]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。ストリング「default」および「all」は、vrf-name引数で予約済みの
値です。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）OSPFサマリー情報を表示します。summary

___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バイ
トの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更さ

れました。

リリース 3.9.0

show ospf vrf vrf_nameコマンドの出力は、VRF Lite設定ステータス
を表示するように変更されました。

リリース 4.3.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospfコマンドを使用すると、ルータで実行されているOSPFプロセスに関する基本情報を表
示します。追加オプションを使用すると、詳細情報を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospfコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf

Routing Process "ospf 1" with ID 1.1.1.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 500 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 5000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
Minimum LSA interval 5000 msecs. Minimum LSA arrival 1 secs
Maximum number of configured interfaces 255
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
Non-Stop Forwarding enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 2
SPF algorithm executed 8 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x01ba83
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 9 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x0153ea
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 2：show ospf フィールドの説明

説明フィールド

OSPFプロセス名。Routing Process "ospf 201" with ID 172.22.110.200

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0
のみ）

Supports only

タイプは、内部、エリア境界、または自律シス

テム境界です。

It is

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

SPF計算の遅延時間。SPF schedule delay

LSA間の最小間隔。Minimum LSA interval

同じリンクステートアドバタイズメント

（LSA）の更新の受け入れ間の最小経過時間。
Minimum LSA arrival

LSDBのタイプ 5 LSAの総数。external LSA

LSDBのタイプ 10 LSAの総数。opaque LSA

デマンド回線のタイプ 5およびタイプ 11 LSA
の総数。

DCbitless...AS LSA

DoNotAgeビットが設定されているタイプ 5お
よびタイプ 11 LSAの総数。

DoNotAge...AS LSA

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

バックボーンはエリア 0です。Area BACKBONE

この show ospf vrf vrf_nameコマンドの出力例には、VRF-Liteステータスが表示されます。
RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf vrf vrf1

VRF vrf1 in Routing Process "ospf 100" with ID 1.1.1.1
NSR (Non-stop routing) is Disabled
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
VRF Lite is enabled
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 50 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 200 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 5000 msecs
Initial LSA throttle delay 50 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 200 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 5000 msecs
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Minimum LSA interval 200 msecs. Minimum LSA arrival 100 msecs
LSA refresh interval 1800 seconds
Flood pacing interval 33 msecs. Retransmission pacing interval 66 msecs
Adjacency stagger enabled; initial (per area): 2, maximum: 64

Number of neighbors forming: 0, 2 full
Maximum number of configured interfaces 1024
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
SNMP trap is disabled

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 4 times
Number of LSA 16. Checksum Sum 0x071c6a
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
Number of LFA enabled interfaces 0, LFA revision 0
Number of Per Prefix LFA enabled interfaces 0
Number of neighbors forming in staggered mode 0, 1 full

Area 1
Number of interfaces in this area is 4
SPF algorithm executed 5 times
Number of LSA 14. Checksum Sum 0x066d93
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
Number of LFA enabled interfaces 0, LFA revision 0
Number of Per Prefix LFA enabled interfaces 0
Number of neighbors forming in staggered mode 0, 1 full
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show ospf border-routers
エリア境界ルータ（ABR）および自律システム境界ルータ（ASBR）に対する内部 Open Shortest
Path First（OSPF）ルーティングテーブルエントリを表示するには、EXECモードで show ospf
border-routersコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] border-routers [ router-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFプロセス名。この引数を指定すると、指定されたルーティ
ングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。ストリング「default」および「all」は、予約済みの VRF名です。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）境界ルータに関連付けられたルータ ID。 router-id引数の値には、
4分割ドット付き 10進表記で指定された任意の 32ビットのルータ ID値を
指定できます。デフォルト値は存在しません。

router-id

___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf border-routersコマンドを使用して、指定されたプロセスに表示されるすべての OSPF
境界ルータをリストし、ルータの OSPFトポロジを確認します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、ospf border-routersコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf border-routers

OSPF 1 Internal Routing Table

Codes: i - Intra-area route, I - Inter-area route

i 172.31.97.53 [1] via 172.16.1.53, GigabitEthernet POS 3/0/0/0, ABR/ASBR , Area 0, SPF
3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 3： show ospf border-routers のフィールドの説明

説明フィールド

このルートのタイプ。iはエリア内ルートを示
し、Iはエリア間ルートを示します。

i

宛先のルータ ID。172.31.97.53

このルートを使用するコスト。[1]

宛先に対するネクストホップのネクストホッ

プ。

172.16.1.53

172.16.1.53宛てのパケットは GigabitEthernetイ
ンターフェイス 3/0/0/0に送信されます。

GigabitEthernet 3/0/0/0

宛先のルータタイプ。これは、エリア境界ルー

タ（ABR）または自律システム境界ルータ
（ASBR）、あるいはその両方です。

ABR/ASBR

このルートが学習されたエリアのエリア ID。Area 0

このルートをインストールするShortest PathFirst
（SPF）計算の内部番号。

SPF 3
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show ospf database
特定のルータのOpen Shortest Path First（OSPF）データベースに関連する情報リストを表示するに
は、EXECモードで show ospf databaseコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [adv-router ip-address]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]
[internal] [adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [asbr-summary] [ link-state-id ]
[internal] [self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [database-summary]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [network] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [nssa-external] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router] [ ip-address ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-area] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-as] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ]
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show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [opaque-link] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [internal] [adv-router
[ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [router] [internal] [self-originate]
[ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [self-originate]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ] [internal]
[adv-router [ ip-address ]]

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] database [summary] [ link-state-id ] [internal]
[self-originate] [ link-state-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定する OSPFプロセス
名。プロセス名は 40文字以内の任意の英数字ストリングです。この引数
を指定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加され

ます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

（任意）指定されたルータのすべての LSAを表示します。adv-router ip-address

（任意）自律システム境界ルータ（ASBR）サマリーLSAに関する情報だ
けを表示します。

asbr-summary
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（任意）アドバタイズメントによって説明されるインターネット環境の部

分。入力値はアドバタイズメントのリンクステートタイプによって異な

ります。 IPアドレス形式で入力する必要があります。

リンクステートアドバタイズメント（LSA）がネットワークを説明してい
るときには、link-state-idは次の 2つの形式のいずれかを取ります。

•ネットワーク IPアドレス（タイプ 3サマリーリンクアドバタイズメ
ントおよび自律システム外部リンクアドバタイズメントとして）。

•リンクステート IDから取得した生成されたアドレス。

ネットワークリンクアドバタイズメントのリンクステート ID
をネットワークのサブネットマスクでマスクすると、ネット

ワークの IPアドレスが生成されます。

（注）

LSAがルータを示している場合は、リンクステート IDは必ず示された
ルータの OSPFルータ IDとなります。

自律システム外部アドバタイズメント（LSタイプ=5）がデフォルトルー
トを示している場合は、リンクステート IDはデフォルト送信先（0.0.0.0）
に設定されます。

link-state-id

（任意）内部 LSA情報を表示します。internal

（任意）自己生成 LSA（ローカルルータから）だけ表示します。self-originate

（任意）データベースと全体にある各エリアの各 LSAタイプの数を表示
します。

database-summary

（任意）外部 LSAの情報だけを表示します。external

（任意）ネットワーク LSAの情報だけを表示します。network

（任意）Not-So-Stubby Area（NSSA）外部 LSAに関する情報だけを表示
します。

nssa-external

（任意）Opaqueタイプ 10 LSAに関する情報を表示します。タイプ 10は
エリアローカルスコープを示しています。 Opaque LSAオプションに関
する詳細は、RFC 2370を参照してください。

opaque-area

（任意）Opaqueタイプ 11 LSAに関する情報を表示します。タイプ 11は
LSAが自律システム全体でフラッディングしていることを示しています。

opaque-as

（任意）Opaqueタイプ 9 LSAに関する情報を表示します。タイプ 9はリ
ンクローカルスコープを示しています。

opaque-link

（任意）ルータ LSAの情報だけを表示します。router

（任意）サマリー LSAの情報だけを表示します。summary
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___________________
コマンドデフォルト IPv4およびユニキャストアドレスプレフィックス。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

さまざまな形式の show ospf databaseコマンドにより、異なる OSPFリンクステートアドバタイ
ズメントに関する情報が提供されます。このコマンドを使用して、リンクステートデータベース

（LSD）とその内容を検証できます。当該エリアに関する同一のデータベースエントリを含むエ
リアに参加している各ルータ（フラッディングしているLSAを除く）。多くのオプション（network
や router）を使用して、データベース部分を表示します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、引数やキーワードが使用されていないときの show ospf databaseコマンドの出力例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database

OSPF Router with ID (172.20.1.11) (Process ID 1)

Router Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Link count
172.20.1.8 172.20.1.8 1381 0x8000010D 0xEF60 2
172.20.1.11 172.20.1.11 1460 0x800002FE 0xEB3D 4
172.20.1.12 172.20.1.12 2027 0x80000090 0x875D 3
172.20.1.27 172.20.1.27 1323 0x800001D6 0x12CC 3

Net Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum
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172.22.1.27 172.20.1.27 1323 0x8000005B 0xA8EE
172.22.1.11 172.20.1.11 1461 0x8000005B 0x7AC

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Opaque ID
10.0.0.0 172.20.1.11 1461 0x800002C8 0x8483 0
10.0.0.0 172.20.1.12 2027 0x80000080 0xF858 0
10.0.0.0 172.20.1.27 1323 0x800001BC 0x919B 0
10.0.0.1 172.20.1.11 1461 0x8000005E 0x5B43 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 4： show ospf database のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。Link ID

アドバタイジングルータの ID。ADV Router

リンクステートの経過時間。Age

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

Seq#

LSAの内容全体の FletcherチェックサムChecksum

ルータ用に検出されたインターフェイスの数。Link count

Opaque LSA ID番号。Opaque ID

次に、asbr-summaryキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database asbr-summary

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Summary ASB Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1463
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links (AS Boundary Router)
Link State ID: 172.17.245.1 (AS Boundary Router address)
Advertising Router: 172.17.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x3548
Length: 28
Network Mask: /0
TOS: 0 Metric: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 5： show ospf database asbr-summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（ASBR）。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

次に、externalキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database external

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Type-5 AS External Link States

LS age: 280
Options: (No TOS-capability)
LS Type: AS External Link
Link State ID: 172.17.0.0 (External Network Number)
Advertising Router: 172.17.70.6
LS Seq Number: 80000AFD
Checksum: 0xC3A
Length: 36
Network Mask: 255.255.0.0

Metric Type: 2 (Larger than any link state path)
TOS: 0
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Metric: 1
Forward Address: 0.0.0.0
External Route Tag: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 6： show ospf database external フィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with Router ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（外部ネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

外部タイプ。Metric Type

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

転送アドレス。アドバタイズされた宛先への

データトラフィックは、このアドレスに転送さ

れます。転送アドレスが 0.0.0.0に設定されて
いる場合は、代わりに、データトラフィックが

アドバタイズメントの送信元に転送されます。

Forward Address
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説明フィールド

外部ルートタグ、各外部ルートに関連付けられ

る 32ビットフィールド。このタグは、OSPF
プロトコル自体には使用されません。

External Route Tag

次に、networkキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database network

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Net Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1367
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Network Links
Link State ID: 172.23.1.3 (address of Designated Router)
Advertising Router: 192.168.0.1
LS Seq Number: 800000E7
Checksum: 0x1229
Length: 52
Network Mask: /24

Attached Router: 192.168.0.1
Attached Router: 172.23.241.5
Attached Router: 172.23.1.1
Attached Router: 172.23.54.5
Attached Router: 172.23.1.5

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 7： show ospf database network のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

指定ルータのリンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number
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説明フィールド

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

ネットワークに関連付けられるルータの IPア
ドレス別リスト。

Attached Router

次は、showospfdatabaseコマンドの出力例で、マルチプロトコルラベルスイッチングトラフィッ
クエンジニアリング（MPLS TE）仕様情報を送信しています。また、opaque-areaキーワードと
adv-routerの link-state-idを使用しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database opaque-area adv-router 172.20.1.12

OSPF Router with ID (172.20.1.11) (Process ID 1)

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)

LS age: 224
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Opaque Area Link
Link State ID: 1.0.0.0
Opaque Type: 1
Opaque ID: 0
Advertising Router: 172.20.1.12
LS Seq Number: 80000081
Checksum: 0xF659
Length: 132
Fragment number : 0

MPLS TE router ID : 172.20.1.12

Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 172.20.1.11
Interface Address : 172.21.1.12
Neighbor Address : 172.21.1.11
Admin Metric : 10
Maximum bandwidth : 193000
Maximum reservable bandwidth : 125000
Number of Priority : 8
Priority 0 : 125000 Priority 1 : 125000
Priority 2 : 125000 Priority 3 : 125000
Priority 4 : 125000 Priority 5 : 125000
Priority 6 : 125000 Priority 7 : 100000
Affinity Bit : 0x0

Number of Links : 1

次に、タイプ 10のルータ情報 LSAを表示する show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database opaque-area 4.0.0.0

OSPF Router with ID (3.3.3.3) (Process ID orange)

Type-10 Opaque Link Area Link States (Area 0)
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LS age: 105
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Opaque Area Link
Link State ID: 4.0.0.0
Opaque Type: 4
Opaque ID: 0
Advertising Router: 3.3.3.3
LS Seq Number: 80000052
Checksum: 0x34e2
Length: 52
Fragment number: 0

Router Information TLV: Length: 4
Capabilities:
Graceful Restart Helper Capable
Traffic Engineering enabled area
All capability bits: 0x50000000

PCE Discovery TLV: Length: 20
IPv4 Address: 3.3.3.3
PCE Scope: 0x20000000
Compute Capabilities:
Inter-area default (Rd-bit)
Compute Preferences:
Intra-area: 0 Inter-area: 0
Inter-AS: 0 Inter-layer: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 8： show ospf database opaque-area のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

Opaqueリンクステートタイプ。Opaqueタイプ

Opaque ID番号。Opaque ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number
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説明フィールド

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

複数のトラフィックエンジニアリング LSAを
維持するために使用される任意の値。

Fragment number

リンク ID番号。Link ID

インターフェイスの IDアドレス。Interface Address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor Address

MPLSTEで使用される管理上のメトリック値。Admin Metric

最大帯域幅を指定します（kbps単位）。Maximum bandwidth

予約可能な最大帯域幅を指定します（kbps単
位）。

Maximum reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

MPLS TEが使用します。Affinity Bit

ルータ機能は、この TLVでアドバタイズされ
ます。

Router Information TLV

一部のルータ機能には、スタブルータ、トラ

フィックエンジニアリング、グレースフルリ

スタート、およびグレースフルリスタートヘ

ルパーが含まれます。

Capabilities

PCEのアドレスおよび機能の情報は、このTLV
でアドバタイズされます。

PCE Discovery TLV

設定された PCE IPv4アドレス。IPv4 Address

PCEの計算機能。PCE Scope

PCEの計算機能およびプリファレンス。Compute Capabilities

エリア内、エリア間、エリア間のデフォルト、

AS間、AS間のデフォルト、レイヤ間などの
PCE計算機能。

Inter-area default (RD-bit)
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説明フィールド

エリア内、エリア間、AS間、およびレイヤ間
プリファレンスを含むパス計算の順序またはプ

リファレンス。

Compute Preferences

次に、routerキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database router

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Router Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1176
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.23.21.6
Advertising Router: 172.23.21.6
LS Seq Number: 80002CF6
Checksum: 0x73B7
Length: 120
AS Boundary Router
Number of Links: 8

Link connected to: another Router (point-to-point)
(Link ID) Neighboring Router ID: 172.23.21.5
(Link Data) Router Interface address: 172.23.21.6
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 9： show ospf database router のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID。Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router
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説明フィールド

リンクステートシーケンスです（古い LSAや
重複する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサムです（LSAの内
容すべての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

ルータタイプの定義。AS Boundary Router

アクティブリンクの数。Number of Links

リンクタイプ。Link ID

ルータインターフェイスアドレス。Link Data

タイプオブサービスメトリック（タイプ 0限
定）。

TOS

次に、summaryキーワードを指定した show ospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database summary

OSPF Router with ID (192.168.0.1) (Process ID 300)

Summary Net Link States (Area 0.0.0.0)

LS age: 1401
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links (Network)
Link State ID: 172.23.240.0 (Summary Network Number)
Advertising Router: 172.23.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x84FF
Length: 28
Network Mask: /24

TOS: 0 Metric: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 10： show ospf database summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号。OSPF Router with ID

OSPFプロセス名。Process ID

リンクステートの経過時間。LS age
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説明フィールド

サービスオプションのタイプ（タイプ 0の
み）。

Options

リンクステートタイプ。LS Type

リンクステート ID（サマリーネットワーク番
号）。

Link State ID

アドバタイジングルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（古い LSAや重複
する LSAの検出）。

LS Seq Number

リンクステートチェックサム（LSAの内容す
べての Fletcherチェックサム）。

Checksum

LSAの長さ（バイト数）。Length

実行されたネットワークマスク。Network Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリック。Metric

次に、database-summaryキーワードを指定した showospf databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf database database-summary

OSPF Router with ID (172.19.65.21) (Process ID 1)

Area 0 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 2 0 0
Network 1 0 0
Summary Net 2 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Subtotal 5 0 0

Process 1 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 2 0 0
Network 1 0 0
Summary Net 2 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Type-5 Ext 2 0 0
Opaque AS 0 0 0
Total 7 0 0
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 11： show ospf database database-summary のフィールドの説明

説明フィールド

リンクステートタイプ。LSA Type

各リンクステートタイプのそのエリアのアドバ

タイズメントの数。

Count

そのエリアで「Deleted」とマークされた LSA
の数。

Delete

そのエリアで「Maxaged」とマークされた LSA
の数。

Maxage
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show ospf flood-list
インターフェイスでフラッディング待機中のOpenShortest Path First（OSPF）リンクステートアド
バタイズメント（LSA）のリストを表示するには、EXECモードで show ospf flood-listコマンドを
使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] flood-list [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名には40文字以下の任意の英数字を指定できます。この引数を指
定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイス

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf flood-listコマンドを使用すると、フラッディングキューの LSAとキュー長を表示しま
す。

フラッディングリスト情報は一時的であるため、通常、フラッディングリストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、インターフェイスGigabitEthernet 3/0/0/0での、show ospf flood-listコマンドの出力例を示し

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf flood-list GigabitEthernet 3/0/0/0

Interface GigabitEthernet3/0/0/0, Queue length 20
Link state retransmission due in 12 msec
Displaying 6 entries from flood list:

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
5 10.2.195.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0xFB61
5 10.1.192.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x2938
5 10.2.194.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x757
5 10.1.193.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x1E42
5 10.2.193.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x124D
5 10.1.194.0 200.0.0.163 0x80000009 0 0x134C

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 12：show ospf flood-list のフィールドの説明

説明フィールド

情報が表示されるインターフェイス。GigabitEthernet3/0/0/0

フラッディングを待機している LSAの数。Queue length

次のリンクステート送信までの時間（ミリ秒単

位）。

Link state retransmission due in

LSAのタイプ。Type

LSAのリンクステート ID。LS ID
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説明フィールド

アドバタイズルータの IPアドレス。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum
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show ospf interface
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイス情報を表示するには、EXECモードで show ospf
interfaceコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] interface [brief] [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名には 40文字以下の任意の英数字を指定できます。この引数を
指定すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されま

す。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

（任意）インターフェイス概要情報を表示します。brief

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのインターフェイス

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf interface

GigabitEthernet0/2/0/1 is up, line protocol is up
Internet Address 121.10.10.2/24, Area 2
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:04

Index 1/3, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 10
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 1
Multi-Area interface exist in area 1 Neighbor Count is 1

GigabitEthernet0/3/0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 145.10.10.2/16, Area 3
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
BFD enabled, BFD interval 15 msec, BFD multiplier 3
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Index 1/5, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 11
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 1 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Message digest authentication enabled
Youngest key id is 1

Multi-area interface Count is 0
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次は、GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/1で複数エリア隣接関係が構成されているときのサ
ンプル出力です。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show ospf 1 interface
GigabitEthernet0

/2

/0
/1GigabitEthernet0/2/0/1 is up, line protocol is up

Internet Address 121.10.10.2/24, Area 1
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 1
Interface is multi-area adjacency
LDP Sync Enabled, Sync Status: Achieved
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Non-Stop Forwarding (NSF) enabled
Hello due in 00:00:09

Index 2/4, flood queue length 0
Next 0(0)/0(0)
Last flood scan length is 3, maximum is 10
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 1 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 101.3.3.3

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 0

Loopback0 is up, line protocol is up
Internet Address 200.2.2.2/32, Area 1
Process ID 1, Router ID 200.2.2.2, Network Type LOOPBACK, Cost: 1
Loopback interface is treated as a stub Host

RP/0/RSP0/CPU0:router#

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 13： show ospf interface のフィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス。GigabitEthernet

プロトコルの動作ステータス。line protocol

インターフェイス IPアドレス、サブネットマ
スク、およびエリアアドレス。

Internet Address

OSPFプロセス ID、ルータ ID、ネットワーク
タイプおよびリンクステートコスト。

Process ID

転送遅延、インターフェイスステート、および

ルータプライオリティ。

Transmit Delay

タイマーインターバルの設定。Timer intervals configured

次の helloパケットをこのインターフェイスに
送信するまでの秒数。

Hello
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説明フィールド

エリアと自律システムは索引をフラッディング

します。

Index

次のエリアおよび自律システムは、情報、デー

タポインタ、および索引をフラッディングしま

す。

Next 0 (0) /0 (0)

最後のフラッディングスキャンの長さ。Last flood scan length

最後のフラッディングスキャンの時間（ミリ秒

単位）。

Last flood scan time

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイ

バーのリスト。

Neighbor Count

helloメッセージを抑制するネイバーの数。Suppress hello

カウント、エリア/ネイバーの場所など、プライ
マリインターフェイスの複数のエリアインター

フェイス情報。

Multi-area interface
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show ospf mpls traffic-eng
トラフィックエンジニアリングのローカルルータで利用可能なリンクとフラグメントに関する情

報を表示するには、EXECモードで show ospf mpls traffic-engコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] [type interface-path-id]mpls traffic-eng {link|
fragment}

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に特定するOSPFプロセス名。
プロセス名は40文字以内の任意の英数字ストリングです。この引数を指定
すると、指定されたルーティングプロセスの情報だけが追加されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）特定のエリアを定義するのに使用するエリア番号。area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用し
ます。

interface-path-id

ローカルルータでトラフィックエンジニアリングがサポートされるリンク

に関する詳細情報を表示します。

link

ローカルルータのトラフィックエンジニアリングフラグメントに関する詳

細情報を表示します。

fragment

___________________
コマンドデフォルト すべてのリンクまたはフラグメント

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、linkキーワードを指定したときの show ospfmpls traffic-engコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf mpls traffic-eng link

OSPF Router with ID (10.10.10.10) (Process ID 1)

Area 0 has 2 MPLS TE links. Area instance is 67441.

Links in hash bucket 3.
Link is associated with fragment 1. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.10.10.8
Interface Address : 10.10.10.2
Neighbor Address : 10.10.10.3
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

Links in hash bucket 8.
Link is associated with fragment 0. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.1.1.1
Interface Address : 10.10.25.4
Neighbor Address : 10.10.25.5
Admin Metric : 0
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Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 14： show ospf mpls traffic-eng link のフィールドの説明

説明フィールド

リンクタイプ。Link ID

インターフェイスの IPアドレス。Interface address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor address

マルチプロトコルラベルスイッチングトラ

フィックエンジニアリング（MPLSTE）で使用
されるアドミニストレーティブディスタンス

メトリック値。

Admin Metric

リンクの帯域幅キャパシティ（kbps単位）。Maximum bandwidth

グローバルプールで予約に使用できる帯域幅の

最大量。

Maximum global pool reservable bandwidth

サブプールで予約に使用できる帯域幅の最大

量。

Maximum sub pool reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

グローバルプールで利用できる、予約されてい

ない帯域幅の量。

Global pool unreserved BW

サブプールで利用できる、予約されていない帯

域幅の量。

Sub pool unreserved BW

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 201

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf mpls traffic-eng



説明フィールド

MPLS TEが使用します。対象のトンネルを伝
送するリンクに必要な属性値。32ビットのドッ
ト付き 10進表記の数。有効な値は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表しま
す。属性の値は 0または 1です。

Affinity Bit

次に、fragmentキーワードを指定したときの show ospf mpls traffic-engコマンドの出力例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf mpls traffic-eng fragment

OSPF Router with ID (10.10.10.10) (Process ID 1)

Area 0 has 2 MPLS TE fragment. Area instance is 67441.
MPLS router address is 10.10.10.10
Next fragment ID is 2

Fragment 0 has 1 link. Fragment instance is 67441.
Fragment has 1 link the same as last update.
Fragment advertise MPLS router address
Link is associated with fragment 0. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.1.1.1
Interface Address : 10.10.25.4
Neighbor Address : 10.10.25.5
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

Fragment 1 has 1 link. Fragment instance is 67441.
Fragment has 0 link the same as last update.
Link is associated with fragment 1. Link instance is 67441
Link connected to Point-to-Point network
Link ID : 10.10.10.8
Interface Address : 10.10.10.2
Neighbor Address : 10.10.10.3
Admin Metric : 0
Maximum bandwidth : 19440000
Maximum global pool reservable bandwidth : 25000000
Maximum sub pool reservable bandwidth : 3125000
Number of Priority : 8
Global pool unreserved BW
Priority 0 : 25000000 Priority 1 : 25000000
Priority 2 : 25000000 Priority 3 : 25000000
Priority 4 : 25000000 Priority 5 : 25000000
Priority 6 : 25000000 Priority 7 : 25000000
Sub pool unreserved BW
Priority 0 : 3125000 Priority 1 : 3125000
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Priority 2 : 3125000 Priority 3 : 3125000
Priority 4 : 3125000 Priority 5 : 3125000
Priority 6 : 3125000 Priority 7 : 3125000
Affinity Bit : 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 15： show ospf mpls traffic-eng fragment のフィールドの説明

説明フィールド

トラフィックエンジニアリング情報またはリン

クが変更された回数。

Area instance

リンクが変更された回数。Link instance

リンクタイプLink ID

インターフェイスの IPアドレス。Interface address

ネイバーの IPアドレス。Neighbor address

MPLSTEで使用されるアドミニストレーティブ
ディスタンスメトリック値。

Admin Metric

リンクの帯域幅キャパシティ（kbps単位）。Maximum bandwidth

グローバルプールで予約に使用できる帯域幅の

最大量。

Maximum global pool reservable bandwidth

サブプールで予約に使用できる帯域幅の最大

量。

Maximum sub pool reservable bandwidth

プライオリティ番号。Number of Priority

グローバルプールで利用できる、予約されてい

ない帯域幅の量。

Global pool unreserved BW

サブプールで利用できる、予約されていない帯

域幅の量。

Sub pool unreserved BW

MPLS TEが使用します。対象のトンネルを伝
送するリンクに必要な属性値。32ビットのドッ
ト付き 10進表記の数。有効な値は 0x0～
0xFFFFFFFFで、32属性（ビット）を表しま
す。属性の値は 0または 1です。

Affinity Bit
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show ospf message-queue
キューディスパッチ値、ピーク長、および制限に関する情報を表示するには、EXECモードで
show ospf message-queueコマンドを使用します。

show ospf message-queue

このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf message-queueコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 1 message-queue

OSPF 1
Hello Input Queue:
Current queue length: 0
Event scheduled: 0
Total queuing failures: 0
Maximum length : 102
Pkts pending processing: 0
Limit: 5000

Router Message Queue
Current instance queue length: 0
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Current redistribution queue length: 0
Current ex spf queue length: 0
Current sum spf queue length: 0
Current intra spf queue length: 0
Event scheduled: 0
Maximum length : 101
Total low queuing failures: 0
Total medium queuing failures: 0
Total high queuing failures: 0
Total instance events: 919
Processing quantum : 300
Low queuing limit: 8000
Medium queuing limit: 9000
High queuing limit: 9500
Rate-limited LSA processing quantum: 150
Current rate-limited LSA queue length: 0
Rate-limited LSA queue peak len: 517

Rate-limited LSAs processed: 4464
Flush LSA processing quantum: 150
Current flush LSA queue length: 0
Flush LSA queue peak len: 274
Rate-limited flush LSAs processed: 420

SPF-LSA-limit processing quantum: 150
Managed timers processing quantum: 50
Instance message count: 0
Instance pulse send count: 919
Instance pulse received count: 919
Global pulse count: 0
Instance Pulse errors: 0

TE Message Queue
Current queue length: 0
Total queuing failures: 0
Maximum length : 0

Number of Dlink errors: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 16：show ospf message-queue のフィールドの説明

説明フィールド

このセクションは、OSPFプロセスの hello（着
信パケット）スレッドで処理されたイベントお

よび着信パケットの数に関する統計情報を提供

します。

Hello Input Queue

このセクションは、OSPFプロセスのルータ（プ
ライマリ）スレッドで処理されたイベントと

メッセージの統計情報を提供します。

Router Message Queue

このセクションは、TE（te_controlプロセス）
からOSPFが受信したトラフィックエンジニア
リングイベントおよびメッセージの統計情報を

提供します。これらのイベントは、OSPFプロ
セスのルータスレッドで処理されます。

TE Message Queue
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説明フィールド

OSPFプロセスのすべてのリンクリスト全体で
確認されたエンキューエラーまたはデキュー

エラーの数。

Number of Dlink errors

___________________
関連コマンド

説明コマンド

処理された連続着信イベントの数を制限しま

す。

queue dispatch incoming, （143ページ）

実行ごとに処理されるレート制限されるリンク

ステートアドバタイズメント（LSA）の最大数
を設定します。

queue dispatch rate-limited-lsa, （145ページ）

Shortest Path First（SPF）の実行ごとに処理され
るサマリーまたは外部タイプ 3からタイプ 7リ
ンクステートアドバタイズメント（LSA）の数
を制限します。

queue dispatch spf-lsa-limit, （147ページ）

着信プライオリティイベントの最高水準点を設

定します。

queue limit, （149ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

206 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf message-queue



show ospf neighbor
個々のインターフェイスベースのOpenShortest Path First（OSPF）ネイバー情報を表示するには、
EXECモードで show ospf neighborコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] neighbor [[type interface-path-id] [ neighbor-id ]
[detail]| area-sorted]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、routerospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）ネイバー ID。neighbor-id

（任意）指定されたすべてのネイバーの詳細を表示します（すべてのネイ

バーをリストします）。

detail

（任意）すべてのネイバーがエリアごとにグループ化されるように指定し

ます。

area-sorted

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 207

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf neighbor



___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、各ネイバーのサマリー情報を 2行表示する show ospf neighborコマンドの出力例を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor

Neighbors for OSPF

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
192.168.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 172.31.80.37 GigabitEthernet 0/3/0/2

Neighbor is up for 18:45:22
192.168.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.1 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:30
192.168.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.200 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:25
192.168.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 192.168.48.189 GigabitEthernet 0/3/0/3

Neighbor is up for 18:45:27

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 17： show ospf neighborのフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor ID

指定ルータのプライオリティ。Pri

OSPFステート。State
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説明フィールド

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する必要がある時間（時:分:秒）。

Dead time

ネクストホップのアドレス。Address

ネクストホップのインターフェイス名。Interface

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

次に、ネイバー IDと一致するネイバーに関するサマリー情報を示す出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor 192.168.199.137

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Neighbor 192.168.199.137, interface address 192.168.48.189
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/3
Neighbor priority is 5, State is FULL, 6 state changes
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 18： show ospf neighbor 192.168.199.137 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area
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説明フィールド

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します。）

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

次のサンプル表示のように、ネイバー IDとともにインターフェイスを指定すると、インターフェ
イスのネイバー IDと一致するネイバーが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/2 192.168.199.137

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 1

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 19： show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/2 192.168.199.137 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area

ネイバーのルータプライオリティ。Neighbor priority

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

また、次に示す出力例のように、ネイバー IDなしでインターフェイスを指定して、指定したイン
ターフェイスのすべてのネイバーを表示することもできます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor GigabitEthernet POS 0/3/0/3

Neighbors for OSPF ospf1

ID Pri State Dead Time Address Interface
192.168.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 192.168.48.1 GigabitEthernet POS

0/3/0/3

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 211

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf neighbor



Neighbor is up for 18:50:52
192.168.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:32 192.168.48.200 GigabitEthernet POS

0/3/0/3
Neighbor is up for 18:50:52

192.168.199.137 5 FULL/DR 0:00:32 192.168.48.189 GigabitEthernet POS
0/3/0/3

Neighbor is up for 18:50:52

Total neighbor count: 3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 20： show ospf neighbor GigabitEthernet 0/3/0/3 のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。ID

ネイバーのルータプライオリティ。Pri

OSPFステート。State

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead Time

ネクストホップのアドレス。Address

ネクストホップのインターフェイス名。Interface

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット
のみ。有効値は 0および 2です。2はエリアが
スタブでないことを示し、0はエリアがスタブ
であることを示します）。

Options

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index
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次に、show ospf neighbor detailコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf neighbor detail

Neighbor 192.168.199.137, interface address 172.31.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface GigabitEthernet 0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x2
Dead timer due in 0:00:32
Neighbor is up for 18:45:30
Number of DBD retrans during last exhange 0
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum 0 msec

Total neighbor count: 1

Neighbor 10.1.1.1, interface address 192.168.13.1
In the area 0 via interface GigabitEthernet0/3/0/1
Neighbor priority is 1, State is FULL, 10 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x52
LLS Options is 0x1 (LR)
Dead timer due in 00:00:36
Neighbor is up for 1w2d
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 3/3, retransmission queue length 0, number of retransmission 5
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Neighbor 10.4.4.4, interface address 192.168.34.4
In the area 0 via interface GigabitEthernet0/3/0/2
Neighbor priority is 1, State is FULL, 48 state changes
DR is 0.0.0.0 BDR is 0.0.0.0
Options is 0x12
LLS Options is 0x1 (LR)
Dead timer due in 00:00:30
Neighbor is up for 00:40:03
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 2/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 6
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 21： show ospf neighbor detail のフィールドの説明

説明フィールド

隣接ルータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびイン
ターフェイス。

In the area

ネイバーのルータプライオリティおよびネイ

バー状態。

Neighbor priority
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説明フィールド

OSPFステート。State

このネイバーの状態変更の数。state changes

指定ルータのネイバー ID。DR is

バックアップ指定ルータのネイバー ID。BDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビッ
トのみ。有効値は 0および 2です。2はエリア
がスタブでないことを示し、0はエリアがスタ
ブであることを示します）

Options

ネイバーが NFS Ciscoに対応しています。LLS Options is 0x1 (LR)

OSPFがネイバーデッドを宣言するまでに経過
する時間（時:分:秒）。

Dead timer

OSPFネイバーがアップ状態になっている期間
（時:分:秒）。

Neighbor is up

再送信されたデータベース記述パケットの数。Number of DBD retrans

このコマンドの索引および残りの行には、ネイ

バーから受信されたフラッディング情報に関す

る詳細情報が示されます。

Index

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）
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show ospf request-list
ローカルルータが指定されたOpenShortest Path First（OSPF）ネイバーとインターフェイスに対し
て行っている最初の10個の保留中のリンクステートリクエストを表示するには、EXECモードで
show ospf request-listコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] request-list [type interface-path-id] [ neighbor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを表示す

るには、show interfacesコマンドを使用します。

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

i nterface-path-id

（任意）OSPFネイバーの IPアドレス。neighbor-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

2台の隣接ルータのデータベースが同期化されていないときや、ルータ間に隣接関係が構成され
ていない場合に、このコマンドを使用できます。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出した

ときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中のエントリは、アップデートの配布中でないことを

示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間における最大伝送単
位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

リクエストリスト情報は一時的であるため、通常、リストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf request-listコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf request-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0

Request Lists for OSPF pagent

Neighbor 10.0.124.4, interface GigabitEthernet3/0/0/0 address 10.3.1.2

Type LS ID ADV RTR Seq NO Age Checksum
1 192.168.58.17 192.168.58.17 0x80000012 12 0x0036f3
2 192.168.58.68 192.168.58.17 0x80000012 12 0x00083f

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

216 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show ospf request-list



表 22： show ospf request-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0 のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータからリクエストリストを受信

している特定のネイバー。

Neighbor

リクエストリストが送信されている特定のイン

ターフェイス。

Interface

リクエストリストが送信されているインター

フェイスのアドレス。

Address

リンクステートアドバタイズメント（LSA）の
タイプ。

Type

LSAのリンクステート ID。LS ID

アドバタイズルータの IPアドレス。ADV RTR

LSAのシーケンス番号。Seq NO

LSAの経過時間（秒単位）。Age

LSAのチェックサム。Checksum

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

指定されたインターフェイス上で、ローカル

ルータが指定されたネイバーに送信する再送信

リストの最初の 10個のリンクステートエント
リを表示します。

show ospf retransmission-list, （218ページ）
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show ospf retransmission-list
指定されたインターフェイス上で、ローカルルータが指定されたネイバーに送信するOpenShortest
PathFirst（OSPF）再送信リストの最初の10個のリンクステートエントリを表示するには、EXEC
モードで show ospf retransmission-listコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] [ area-id ] retransmission-list [type interface-path-id]
[ neighbor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）エリア ID。エリアを指定しない場合は、すべてのエリアが表示
されます。

area-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータ構文の詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機能を使用
します。

interface-path-id

（任意）OSPFネイバーの IPアドレス。neighbor-id

___________________
コマンドデフォルト すべてのネイバー

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

このコマンドは、2つの隣接ルータでデータベースが同期されていない場合や、それらのルータ
間に隣接関係が形成されない場合などに使用します。隣接関係とは、ルータが別のルータを検出

したときに、データベースを同期化することです。

リストを参照すると、1台のルータが特定のデータベース更新のリクエストを試みているかどう
かを判断できます。一般に、リストで中断中であると示されているエントリは、アップデートの

配布中でないことを示します。このような動作の原因として考えられる理由の 1つは、ルータ間
における最大伝送単位（MTU）の不一致です。

このリストを参照して、破損していないことを確認することもできます。リストには、実際に存

在しているデータベースエントリが示されます。

再送信リスト情報は一時的であるため、通常、リストは空になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf retransmission-listコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0

Neighbor 10.0.124.4, interface GigabitEthernet3/0/0/0 address 10.3.1.2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 23： show ospf retransmission-list 10.0.124.4 GigabitEthernet3/0/0/0 のフィールドの説明

説明フィールド

ローカルルータから再送信リストを受信してい

る指定されたネイバー。

Neighbor
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説明フィールド

再送信リストが送信されている指定されたイン

ターフェイス。

Interface

インターフェイスのアドレス。Address

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

ローカルルータが指定されたネイバーとイン

ターフェイスに対して行っている最初の 10個
の保留中のリンクステートリクエストを表示し

ます。

show ospf request-list, （215ページ）
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show ospf routes
Open Shortest Path First（OSPF）トポロジテーブルを表示するには、EXECモードで show ospf
routesコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] routes [connected| external| local] [prefix mask]
[prefix/length] [multicast-intact]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス
名は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場
合、指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPF VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定しま
す。

vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

（任意）接続されているルートを表示します。connected

（任意）他のプロトコルから再配布されたルートを表示します。external

（任意）ルーティング情報ベース（RIB）から再配布されるローカルルー
トを表示します。

local

（任意）IPプレフィックス。特定のルートへの出力を制限します。

prefix引数が指定されている場合は、lengthあるいは mask引数が必要で
す。

prefix

（任意）IPアドレスマスク。mask

（任意）プレフィックス長。スラッシュ（/）と数値で示すことができま
す。たとえば、/8は、IPプレフィックスの最初の 8ビットがネットワー
クビットであることを示します。 lengthを使用する場合、スラッシュが
必要です。

/ length

（任意）マルチキャストの完全なパスを表示します。multicast-intact

___________________
コマンドデフォルト すべてのルートタイプ

___________________
コマンドモード EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf routesコマンドを使用して、OSPFプライベートルーティングテーブル（OSPFで計算
されたルートだけを含む）を表示します。 RIBのルートに問題がある場合は、OSPFルートのコ
ピーを確認して、RIBの内容と一致するかどうかを判断する方法が有用です。一致しない場合は、
OSPFと RIBの間に同期化の問題があります。ルートが一致しているにもかかわらず、ルートが
正しくない場合は、OSPFでのルーティング計算中にエラーが発生しました。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf routesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf routes

Topology Table for ospf 1 with ID 10.3.4.2

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O E2 10.3.1.0/24, metric 1
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O 10.3.4.0/24, metric 1562
10.3.4.2, directly connected, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O E2 10.1.0.0/16, metric 1
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O IA 10.10.10.0/24, metric 1572
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1

O E2 130.10.10.0/24, metric 20
10.3.4.1, from 172.16.10.1, via GigabitEthernet 0/1/0/1
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次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 24： show ospf route のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFルート。O

外部タイプ 1または 2ルート。E

NSSAタイプ 1または 2N

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.3.1.0/24

ネットワーク 10.3.1.0にアクセスするコスト。metric

ネットワーク 10.3.1.0へのパスのネクストホッ
プルータ。

10.3.4.1

ルータ ID 172.16.10.1はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.16.10.1

特定のプレフィックス（10.3.1.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/1/0/1に送信されます。

via GigabitEthernet 0/1/0/1

次に、プロセス名 100を使用した show ospf routesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 100 routes

Topology Table for ospf 100 with ID 172.23.54.14

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O 10.1.5.0/24, metric 1562
10.1.5.14, directly connected, via GigabitEthernet 0/3/0/3

O IA 21.0.0.0/24, metric 1572
10.1.5.12, from 172.23.54.12, via GigabitEthernet 0/3/0/3

O 10.0.0.0/24, metric 10
10.0.0.12, directly connected, via GigabitEthernet 0/2/0/3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 25： show ospf 100 route のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFルート。O
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説明フィールド

エリア間ルート。IA

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.1.5.0/24

ネットワーク 10.1.5.0にアクセスするコスト。metric 1562

ネットワーク 10.1.5.0へのパスのネクストホッ
プルータ。

10.1.5.14

ルータ ID 172.23.54.12はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.23.54.12

特定のプレフィックス（10.3.1.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/3/0/3に送信されます。

via GigabitEthernet 0/3/0/3

次に、プレフィックス 10.0.0.0と長さ 24を使用した show ospf routesコマンドの出力例を示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf routes 10.0.0.0/24

Topology Table for ospf 100 with ID 172.23.54.14

Codes:O - Intra area, O IA - Inter area
O E1 - External type 1, O E2 - External type 2
O N1 - NSSA external type 1, O N2 - NSSA external type 2

O IA 10.0.0.0/24, metric 1572
10.1.5.12, from 172.23.54.12, via GigabitEthernet 0/3/0/3

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 26： show ospf route 10.0.0.0/24 のフィールドの説明

説明フィールド

ルートは OSPFルートです。O

ネットワーク 10.0.0.0へのルートは、エリア間
ルートです。

IA

ローカルルータにルートがあるネットワークお

よびサブネットマスク。

10.0.0.0/24

ネットワーク 10.0.0.0にアクセスするコスト。metric 1572
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説明フィールド

ネットワーク 10.0.0.0へのパスのネクストホッ
プルータの IPアドレス。

10.1.5.12

ルータ ID 172.23.54.12はこのルートをアドバタ
イズするルータです。

from 172.23.54.12

特定のプレフィックス（10.0.0.0/24）宛てのパ
ケットは、GigabitEthernetインターフェイス
0/3/0/3に送信されます。

via GigabitEthernet 0/3/0/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

ルーティング情報ベース（RIB）の現在のルー
ト情報を表示します。

show route

ルーティング情報ベース（RIB）にインストー
ルされている隠されたデータを表示します。

show rib opaques
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show ospf sham-links
Open Shortest Path First（OSPF）模造リンク情報を表示するには、EXECモードで show ospf
sham-linksコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] sham-links

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPFVRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定できま
す。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ospf sham-linksコマンドを使用すると、OSPF模造リンク情報が表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf
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___________________
例 次に、show ospf sham-linksコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf 1 vrf vrf_1 sham-links

Sham Links for OSPF 1, VRF vrf_1

Sham Link OSPF_SL0 to address 10.0.0.3 is up
Area 0, source address 10.0.0.1
IfIndex = 185
Run as demand circuit
DoNotAge LSA allowed., Cost of using 1
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:04
Adjacency State FULL (Hello suppressed)
Number of DBD retrans during last exchange 0
Index 2/2, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0(0)/0(0) Next 0(0)/0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Keychain-based authentication enabled
Key id used is 2

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 27：show ospf sham-links フィールドの説明

説明フィールド

模造リンクの宛先エンドポイントのアドレス。Sham Link OSPF_SL0 to address

模造リンクに関連付けられた ifindex。IfIndex

模造リンクはデマンド回線として扱われます。Run as demand circuit

DoNotAge LSAが模造リンクにフラッディング
できます。

DoNotAge LSA allowed

模造リンクのコスト。Cost of using

模造リンク送信遅延。Transmit Delay

模造リンクインターフェイスの状態。State

さまざまな模造リンクのインターフェイス関連

のタイマー。

Timer intervals configured

次の helloが模造リンク上で送信されるまでの
時間。

Hello due in

模造リンク上のネイバーと隣接関係の状態。Adjacency State
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説明フィールド

模造リンク上の最後の交換中の DBD再送信の
数。

Number of DBD retrans during last exchange

エリアのフラッディングインデックス。Index

模造リンクの再送信キューの長さ。retransmission queue length

模造リンクインターフェイス上での再送信の

数。

number of retransmission

最初のフラッディング情報。First

次のフラッディング情報。Next

模造リンクインターフェイスの最後の再送信ス

キャンの長さ。

Last retransmission scan length is

模造リンクインターフェイスの再送信スキャン

の最大長。

maximum is

模造リンクインターフェイスの最後の再送信ス

キャンの時間。

Last retransmission scan time is

模造リンクインターフェイスの再送信スキャン

の最大時間。

maximum is 0 msec

キーチェーンベースの認証がイネーブルになり

ます。

Keychain-based authentication enabled

使用されたキー ID。Key id used is
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show ospf summary-prefix
Open Shortest Path First（OSPF）集約サマリーアドレス情報を表示するには、EXECモードで show
ospf summary-prefixコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] summary-prefix

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト すべてのサマリープレフィックス

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用して、外部ルートの集約を設定し、設定されたサマリーアドレス
を表示する場合は、show ospf summary-prefixコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf summary-prefixコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf summary-prefix

OSPF Process 1, summary-prefix

10.1.0.0/255.255.0.0 Metric 20, Type 2, Tag 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 28：show ospf summary-prefix のフィールドの説明

説明フィールド

アドレスの範囲を表すために指定するサマリー

アドレス。サマリールートに使用される IPサ
ブネットマスク。

10.1.0.0/255.255.0.0

サマリールートをアドバタイズするために使用

されるメトリック。

Metric

外部リンクステートアドバタイズメント

（LSA）メトリックタイプ。
Type

ルートマップで再配布を制御するために、タグ

値を「一致」値として使用できます。

Tag

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）

別のルーティングプロトコルからOSPFプロト
コルに再配布されているルートの集約アドレス

を作成します。

summary-prefix（OSPF）, （248ページ）
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show ospf virtual-links
OpenShortest PathFirst（OSPF）仮想リンクのパラメータと現在の状態を表示するには、EXECモー
ドで show ospf virtual-linksコマンドを使用します。

show ospf [ process-name ] [vrf {vrf-name| all}] virtual-links

___________________
構文の説明

（任意）OSPFルーティングプロセスを一意に識別する名前。プロセス名
は、router ospfコマンドで定義されます。この引数が含まれている場合、
指定されたルーティングプロセスの情報だけが表示されます。

process-name

（任意）OSPFVPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを指定します。vrf

（任意）OSPF VRFの名前。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定でき
ます。文字列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。

vrf-name

（任意）すべての OSPF VRFインスタンスを指定します。all

___________________
コマンドデフォルト すべての仮想リンク

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showospf virtual-linksコマンドを使用すると、OSPFルーティング動作のデバッグで役に立つ情報
が表示されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

___________________
例 次に、show ospf virtual-linksコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf virtual-links

Virtual Link to router 172.31.101.2 is up
Transit area 0.0.0.1, via interface GigabitEthernet 0/3/0/0, Cost of using 10
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 0:00:08
Adjacency State FULL

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 29： show ospf virtual-links のフィールドの説明

説明フィールド

OSPFネイバーと、そのネイバーへのリンクが
アップまたはダウンであるかを示します。

Virtual Link to router 172.31.101.2 is up

仮想リンクが形成される通過エリア。Transit area 0.0.0.1

仮想リンクが形成されるインターフェイス。via interface GigabitEthernet 0/3/0/0

仮想リンクによって OSPFネイバーに到達する
コスト。

Cost of usingusing 10

仮想リンク上の送信遅延（秒単位）。Transmit Delay is 1 sec

OSPFネイバーの状態。State POINT_TO_POINT

リンク用に設定されたさまざまなタイマーイン

ターバル（秒単位）。

Timer intervals

ネイバーからの次の helloメッセージが予想さ
れる時間（時:分:秒）。

Hello due in 0:00:08

ネイバー間の隣接状態。Adjacency State FULL
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf, （165ページ）
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show protocols（OSPF）
ルータで実行されている OSPFv2プロセスに関する情報を表示するには、EXECモードで show
protocolsコマンドを使用します。

show protocols [afi-all| ipv4| ipv6] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定しま

す。

all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。 IPv4アドレスファミリ
の場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospf

• rip

IPv6アドレスファミリの場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• eigrp

• isis

• ospfv3

protocol

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

234 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
show protocols（OSPF）



___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

4バイトの自律システム番号表記の asplain形式がサポートされまし
た。入力パラメータおよび出力は、asplainまたは asdot表記の 4バ
イトの自律システム番号と拡張コミュニティを表示するように変更

されました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

readospf

readrib

___________________
例 次は、OSPFコンフィギュレーションと show protocols ospf表示の結果です。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show running router ospf 1

router ospf 1
router-id Loopback0
nsf
redistribute connected
redistribute isis 3
area 0
mpls traffic-eng
interface Loopback0
!
interface Loopback1
!
interface Loopback2
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/0
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/1
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/2
!
interface GigabitEthernet 0/3/0/3
!
!
mpls traffic-eng router-id Loopback0
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!

RP/0/RSP0/CPU0:router# show protocols ospf
Routing Protocol OSPF 1
Router Id: 55.55.55.55
Distance: 110
Non-Stop Forwarding: Enabled
Redistribution:
connected
isis 3

Area 0
MPLS/TE enabled
GigabitEthernet 0/3/0/3
GigabitEthernet 0/3/0/2
GigabitEthernet 0/3/0/1
GigabitEthernet 0/3/0/0
Loopback2
Loopback0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 30： show protocols ospf フィールド説明

説明フィールド

このコンフィギュレーションのルータの ID。Router Id

他のプロトコルから送信されるルートに関連す

るOSPFルートのアドミニストレーティブディ
スタンス。

Distance

ノンストップフォワーディングのステータス。Non-Stop Forwarding

再配布されているプロトコルをリスト表示しま

す。

Redistribution

インターフェイスのリストとマルチプロトコル

ラベルスイッチングトラフィックエンジニア

リング（MPLSTE）のステータスをはじめとす
る現在のエリアに関する情報。

Area
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snmp context（OSPF）
OSPFインスタンスの SNMPコンテキストを指定するには、ルータコンフィギュレーションモー
ドまたは VRFコンフィギュレーションモードで snmp contextコマンドを使用します。 SNMPコ
ンテキストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp context context_name

no snmp context context_name

___________________
構文の説明 OSPFインスタンスの SNMPコンテキストの名前を指定します。context_name

___________________
コマンドデフォルト SNMPコンテキストは指定されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

snmp-serverコマンドは、OSPFインスタンスに対する SNMP要求を実行するように設定する必要
があります。 snmp-serverコマンドの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Management Command Reference』の「SNMP Server Commands」のモジュールを参照
してください。

プロトコルインスタンス、トポロジまたはVRFエンティティを使用して SNMPコンテキスト
をマッピングするには、snmp-server context mappingコマンドを使用します。ただし、この
コマンドの featureオプションは OSPFプロトコルでは機能しません。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFインスタンス 100の SNMPコンテキスト fooを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#snmp context foo

次に、snmp contextコマンドとともに使用するように snmp-serverコマンドを設定する例を示し
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port
1620
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community public RW
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server contact foo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#snmp-server community-map public context foo

次に、OSPFインスタンス 100の SNMPコンテキストの設定例を示します。

snmp-server host 10.0.0.2 traps version 2c public udp-port 1620
snmp-server community public RW
snmp-server contact foo

snmp-server community-map public context foo

router ospf 100
router-id 2.2.2.2
bfd fast-detect
nsf cisco
snmp context foo
area 0
interface Loopback1
!
!
area 1
interface GigabitEthernet0/2/0/1
demand-circuit enable
!
interface POS0/3/0/0
!
interface POS0/3/0/1
!
!
!

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFインスタンスの SNMPトラップをイネー
ブルにします。

snmp trap（OSPF）, （240ページ）
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説明コマンド

SNMP通知動作を指定します。snmp-server host

コミュニティアクセスストリングを設定して、

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）に
アクセスできるようにします。

snmp-server community

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）の
システム接点を設定します。

snmp-server contact

SNMPコンテキストと簡易ネットワーク管理プ
ロトコル（SNMP）コミュニティを関連付けま
す。

snmp-server community-map
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snmp trap（OSPF）
OSPFインスタンスの SNMPトラップをイネーブルにするには、VRFコンフィギュレーション
モードで snmp trapコマンドを使用します。 OSPFインスタンスの SNMPトラップをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap

no snmp trap

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 4.1.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、VRF vrf-1でOSPFインスタンス 100の SNMPトラップをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router#configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#vrf vrf-1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)#snmp trap
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

OSPFインスタンスの SNMPコンテキストを指定し
ます。

snmp context（OSPF）, （237ページ）
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snmp trap rate-limit（OSPF）
ウィンドウサイズおよびウィンドウのトラップの最大数の設定によって、OSPFによって送信さ
れるトラップの数を制御するには、ルータコンフィギュレーションモードで snmp trap rate-limit
コマンドを使用します。設定中にトラップのウィンドウサイズおよび最大数の設定をディセーブ

ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

no snmp trap rate-limit window-size max-num-traps

___________________
構文の説明

トラップレート制限スライディングウィンドウのサイズを指定し

ます。

window-size

設定時に送信されたトラップの最大数を指定します。max-num-traps

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。このコマンドで snmp-server trap
ospf rate-limitコマンドが置き換えられました。

リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー
ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次に、トラップレート制限スライディングウィンドウのサイズを30に設定し、送信されるトラッ

プの最大数を 100に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#router ospf 100
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)#snmp trap rate-limit 30 100
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spf prefix-priority（OSPFv2）
Shortest Path First（SPF）の実行中にグローバルルーティング情報ベース（RIB）への OSPFv2プ
レフィックスのインストールに優先順位を設定するには、ルータコンフィギュレーションモード

で spf prefix-priorityコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

spf prefix-priority route-policy policy-name

no spf prefix-priority route-policy policy-name

___________________
構文の説明 OSPFv2プレフィックス優先順位付けに適用するルートポリシーを指定し

ます。

SPFプレフィックス優先順位付けが設定されている場合、/32プ
レフィックスは、デフォルトでは優先されません。優先順位の

高いキューに /32プレフィックスを保持するには、ルートポリ
シーを適宜定義します。

（注）

route-policy
policy-name

___________________
コマンドデフォルト SPFプレフィックス優先順位付けはディセーブルです。

___________________
コマンドモード OSPFルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

SPFプレフィックス優先順位付けは、デフォルトでディセーブルです。ディセーブルモードで
は、/32プレフィックスは、その他のプレフィックスの前にグローバルRIBにインストールされま
す。

SPFプレフィックス優先順位付けがイネーブルの場合、ルートは、ルートポリシー基準と照合さ
れ、SPFの優先順位の設定に基づいて適切なプライオリティキューに割り当てられます。 /32プ
レフィックスを含む一致しないプレフィックスは、ロープライオリティキューに配置されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

244 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
spf prefix-priority（OSPFv2）



すべての /32プレフィックスがハイプライオリティキューまたはミディアムプライオリティ
キューに設定されている場合は、次の単一ルートマップを設定します。

prefix-set ospf-medium-prefixes
0.0.0.0/0 ge 32

end-set

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、OSPFv2 SPFプレフィックス優先順位付けを設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# prefix-set ospf-critical-prefixes
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# 66.0.0.0/16
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-pfx)# end-set
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# route-policy ospf-spf-priority
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# if destination in ospf-critical-prefixes then set

spf-priority critical
endif
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-rpl)# end-policy
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# router-id 66.0.0.1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# spf prefix-priority route-policy ospf-spf-priority

___________________
関連コマンド

説明コマンド

プレフィックスセットコンフィギュレーショ

ンモードを開始して、プレフィックスセット

を定義します。

prefix-set

ルートポリシーを定義して、ルートポリシー

コンフィギュレーションモードを開始します。

route-policy（RPL）
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stub（OSPF）
エリアをスタブエリアとして定義するには、エリアコンフィギュレーションモードで stubコマ
ンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

stub [no-summary]

no stub

___________________
構文の説明

（任意）Area Border Router（ABR;エリアボーダールータ）が要約リン
クアドバタイズメントをスタブエリアに送信するのを防ぎます。

no-summary

___________________
コマンドデフォルト スタブエリアは定義されていません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

スタブエリアのすべてのルータで stubコマンドを設定する必要があります。

スタブエリアの ABRで default-costコマンドを使用すると、ABRによってスタブエリアにアド
バタイズされるデフォルトルートのコストを指定します。

スタブエリアに送信されるリンクステートアドバタイズメント（LSA）の数をさらに減らすに
は、ABRで no-summaryキーワードを設定して、サマリー LSA（LSAタイプ 3）がスタブエリア
に送信されないようにすることができます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf
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___________________
例 次の例では、デフォルトコスト 20をスタブネットワーク 10.0.0.0に割り当てる方法を示してい

ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# stub
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# default-cost 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。authentication（OSPF）, （11ページ）

スタブエリアに送信されるデフォルトサマリー

ルートのコストを指定します。

default-cost（OSPF）, （38ページ）
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summary-prefix（OSPF）
別のルーティングプロトコルからOpenShortest Path First（OSPF）プロトコルに再配布されるルー
トの集約アドレスを作成するには、適切なモードで summary-prefixコマンドを使用します。再配
布されるルートの集約をやめるには、このコマンドの no形式を使用します。

summary-prefix address mask [not-advertise| tag tag]

no summary-prefix address mask

___________________
構文の説明

アドレスの範囲を表すために指定するサマリーアドレス。address

サマリールートに使用される IPサブネットマスク。mask

（任意）アドレスとマスクのペアに一致するサマリールートがアドバ

タイズされないようにします。

not-advertise

（任意）ルートポリシーで再配布を制御するための「match」値とし
て使用できるタグ値。

tag tag

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを使用しない場合は、特定のアドレスがOSPFプロトコルに配布されている別のルー

トソースから、各ルートに対して作成されます。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

summary-prefixコマンドを使用すると、OSPF自律システム境界ルータ（ASBR）は、アドレスが
対応するすべての再配布されたルートの集約として、1つの外部ルートをアドバタイズします。
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このコマンドでは、OSPFに再配布されている、他のルーティングプロトコルからのルートのみ
が集約されます。

このコマンドを複数回使用して、複数のアドレスグループを集約できます。サマリーのアドバタ

イズに使用されるメトリックは、すべての特定ルートの中で最小のメトリックです。このコマン

ドは、ルーティングテーブルの容量縮小に有効です。

OSPFエリア間のルートを集約する場合は、rangeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、サマリーアドレス 10.1.0.0には、アドレス 10.1.1.0、10.1.2.0、10.1.3.0などが含まれ

ています。外部 LSAでは、アドレス 10.1.0.0だけがアドバタイズされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# summary-prefix 10.1.0.0 255.255.0.0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

エリア境界でルートを統合および集約します。range（OSPF）, （151ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンスリリー
ス 4.3.x    

   OL-28479-01-J 249

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
summary-prefix（OSPF）



timers lsa group-pacing
Open Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）を収集してグループ
化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエージングを行う間隔を変更するには、適切なモー

ドで timers lsa group-pacingコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

timers lsa group-pacing seconds

no timers lsa group-pacing

___________________
構文の説明 LSAを収集してグループ化し、リフレッシュ、チェックサム、またはエー

ジングを行う間隔（秒数）です。範囲は 10～ 1800秒です。
seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：240秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPFの LSAグループペーシングはデフォルトでイネーブルです。リフレッシュ、チェックサ
ム、およびエージングのグループペーシングインターバルは、通常、デフォルトの設定で十分な

ので、この機能を設定する必要がありません。

LSAグループペーシングの期間は、ルータが処理するLSAの数に反比例します。たとえば、LSA
数が約 10,000の場合には、ペーシング間隔を短くしたほうが効果的です。小さなデータベース
（40～ 100 LSA）を使用する場合は、ペーシングインターバルを長くし、10～ 20分に設定して
ください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、LSAグループ間の OSPFぺーシングを 60秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers lsa group-pacing 60
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timers lsa min-arrival
任意の特定のOpen Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）の新し
いインスタンスがフラッド中に許可される頻度を制限するには、適切なモードで timers lsa
min-arrivalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

timers lsa min-arrival milliseconds

no timers lsa min-arrival

___________________
構文の説明

同じ LSAを許可する最小間隔（ミリ秒単位）。

範囲は 0～ 600000ミリ秒です。

milliseconds

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：100ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータルーティングコマンドリファレンス
リリース 4.3.x

252 OL-28479-01-J  

Cisco ASR 9000 シリーズルータの OSPF コマンド
timers lsa min-arrival



___________________
例 次の例では、同じ LSAを許可する最小間隔を 2秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers lsa min-arrival 2
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timers throttle lsa all（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）リンクステートアドバタイズメント（LSA）スロットリングを修
正するには、適切なモードで timers throttle lsa allコマンドを使用します。 LSAスロットリング
をデフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle lsa all start-interval hold-interval max-interval

no timers throttle lsa all

___________________
構文の説明 LSAの最初の発生を生成するための遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0

～ 600000ミリ秒です。
start-interval

同じ LSAの送信間の最小遅延（ミリ秒単位）。指定できる範囲は 1
～ 600000ミリ秒です。

hold-interval

同じ LSAの送信間の最大遅延（ミリ秒単位）。指定できる範囲は 1
～ 600000ミリ秒です。

max-interval

___________________
コマンドデフォルト start-interval：50ミリ秒

hold-interval：200ミリ秒

max-interval：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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lsa-start時間は、LSAの最初のインスタンスのフラッド前の遅延です。 lsa-hold間隔は、更新され
た LSAインスタンスのフラッド前の最小経過時間です。 lsa-max-wait時間は、更新された LSAイ
ンスタンスのフラッド前の最大可能経過時間です。

迅速なコンバージェンスのためには、lsa-start時間と lsa-hold間隔の時間数を短く設定します。た
だし、比較的大規模なネットワークでは、これにより、比較的短時間に、大量のLSAがフラッド
する可能性があります。 lsa-start時間と lsa-hold間隔のバランスは、反復してネットワークの規模
に到達します。 lsa-max-wait時間を使用すると、必ず合理的な時間内にOSPFを再収束できます。

LSAスロットリングは常にイネーブルになります。 timers throttle lsa allコマンドを使用して、
タイマー値を変更するか、noキーワードを指定して、デフォルト設定に戻すことができます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、開始、ホールド、最大待機間隔値をそれぞれ、500ミリ秒、1,000ミリ秒、90,000ミ

リ秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers throttle lsa all 500 1000 90000

次は、修正された LSAスロットリング設定を表示する show ospfコマンドからの出力例です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ospf

Routing Process "ospf 1" with ID 1.1.1.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border router
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Initial LSA throttle delay 500 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 1000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 90000 msecs
Minimum LSA interval 1000 msecs. Minimum LSA arrival 1 secs
Maximum number of configured interfaces 255
Number of external LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
Non-Stop Forwarding enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 2
SPF algorithm executed 8 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x01ba83
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Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 9 times
Number of LSA 2. Checksum Sum 0x0153ea
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 00000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する概要を表
示します。

show ospf, （171ページ）
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timers throttle spf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）Shortest Path First（SPF）スロットリングを修正するには、適切な
モードで timers throttle spfコマンドを使用します。 SPFスロットリングをデフォルト設定に戻す
には、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

no timers throttle spf

___________________
構文の説明

初期 SPFスケジュール遅延（ミリ秒単位）です。指定できる範囲は 1～
600000ミリ秒です。

spf-start

2つの連続する SPF計算間の最小ホールドタイム（ミリ秒単位）です。
指定できる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-hold

2つの連続する SPF計算間の最大待機時間（ミリ秒単位）です。指定で
きる範囲は 1～ 600000ミリ秒です。

spf-max-wait

___________________
コマンドデフォルト spf-start：50ミリ秒

spf-hold：200ミリ秒

spf-max-wait：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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spf-start時間は、最初に SPFを実行する前の遅延です。 spf-hold間隔は、連続して実行される SPF
間の最小経過時間です。 spf-max-wait時間は、SPF再実行前の最大可能経過時間です。

spf-start時間と spf-hold時間を短く設定すると、障害時により迅速にルーティングを代替パス
に切り替えますが、CPU処理時間の消費も大きくなります。

ヒント

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、開始、ホールド、最大待機間隔値をそれぞれ、5ミリ秒、1000ミリ秒、90000ミリ

秒に変更する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# timers throttle spf 5 1000 90000
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transmit-delay（OSPF）
インターフェイスでリンクステート更新パケットを送信するために必要な推定時間を設定するに

は、適切なモードで transmit-delayコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

transmit-delay seconds

no transmit-delay seconds

___________________
構文の説明

リンクステートアップデートの送信に必要な時間（秒）。範囲は 1～
65535秒です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：1秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

エリアコンフィギュレーション

インターフェイスコンフィギュレーション

仮想リンクコンフィギュレーション

VRFコンフィギュレーション

マルチエリアコンフィギュレーション

模造リンクコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アップデートパケットのリンクステートアドバタイズメント（LSA）の伝送では、引数 seconds
で指定された数値分の経過時間を事前に増分する必要があります。値は、インターフェイスの送

信および伝播遅延を考慮して割り当てる必要があります。
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リンクでの送信前に遅延が加算されていない場合、LSAがリンクを介して伝播する時間は考慮さ
れません。この設定は、Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされていない非常に低速のネット
ワークや非常に長時間（1秒より長い）の遅延が発生する衛星回路などのネットワーク上に限り
重要です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、インターフェイスGigabitEthernet 0/3/0/0の転送遅延を設定する方法を示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-if)# transmit-delay 3

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。

show ospf, （171ページ）
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virtual-link（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）仮想リンクを定義するには、エリアコンフィギュレーションモー
ドで virtual-linkコマンドを使用します。仮想リンクを削除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

virtual-link router-id

no virtual-link router-id

___________________
構文の説明

仮想リンクネイバーに関連付けられるルータ ID。ルータ IDは show ospfコマ
ンド表示で表示されます。ルータ IDには、4分割ドット付き 10進表記で指定
された任意の 32ビットルータ ID値を指定できます。

router-id

___________________
コマンドデフォルト 仮想リンクは定義されません。

___________________
コマンドモード エリアコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

OSPF自律システムのすべてのエリアは、物理的にバックボーンエリア（エリア0）と接続してい
なければなりません。この物理接続が不可能である場合には、仮想リンクを使用して、非バック

ボーンエリアを経由してバックボーンに接続できます。また、仮想リンクを使用して、非バック

ボーンエリアを経由して、パーティション化されたバックボーンの 2つの部分を接続することも
できます。中継エリアとして知られている仮想リンクを構成するエリアには、完全なルーティン

グ情報がなければなりません。中継エリアはスタブエリアや Not-So-Stubby Areaであってはなり
ません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次に、任意のパラメータすべてにデフォルト値を使用して仮想リンクを確立する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# virtual-link 10.3.4.5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-vl)#

次の例では、mykeyと呼ばれるクリアテキスト認証を使用して、仮想リンクを構築する方法を示
しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 201
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# area 10.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar)# virtual-link 10.3.4.5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-ar-vl)# authentication-key 0 mykey

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。authentication（OSPF）, （11ページ）

OSPF仮想リンクのパラメータと現在の状態を
表示します。

show ospf virtual-links, （231ページ）
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vrf（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを構成するに
は、ルータコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。 OSPF VRFを終了する
には、このコマンドの no形式を使用します。

vrf vrf-name

no vrf vrf-name

___________________
構文の説明 OSPFVRFの ID。 vrf-name引数には、任意の文字列で指定できます。文字

列「default」および「all」は VRF名として予約済みです。
vrf-name

___________________
コマンドデフォルト OSPF VRFは定義されていません。

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

vrfコマンドを使用すると、VRFを明示的に設定します。VRFコンフィギュレーションモードの
下で構成されたコマンド（interface [OSPF]および authenticationコマンド）は、自動的に当該
VRFと結びつきます。

VRFを修正または削除するには、エリアを作成するときに使用した形式と同じ形式の vrf-id引数
を指定する必要があります。

指定されたVRFをルータコンフィギュレーションから削除するには、no vrf vrf-idコマンドを
使用します。novrf vrf-idコマンドは、VRF、およびauthentication、default-cost、nssa、range、
stub、virtual-link、interface などのすべての VRFオプションを削除します。

（注）
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VRFで起こりうるルータ ID変更を防ぐには、router-idコマンドを使用して、明示的にルータ ID
を設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

read, writeospf

___________________
例 次の例では、VRF vrf1と GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0を設定する方法を示していま

す。 GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/0は、自動的に VRF vrf1に結びつきます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router ospf 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf)# vrf vrf1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ospf-vrf)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPFプロセスのルータ IDを設定します。router-id（OSPF）, （163ページ）
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